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平成26年度の主な事業一覧

子ども・子育て会議の開催

予防接種の実施

特集　平成26年度市の仕事
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　市は、わたしたちのまち『のぼり
べつ』が、市民の皆さんに愛され、
ともに暮らす喜びを見いだせるまち
になるよう、さまざまな事業を進め
ています。
　今号では、平成26年度に市内で行
われた主な市の事業の経過をお知ら
せします。

　予防接種法に基づき、感染症予防、発病予防、病
状の軽減、病気のまん延防止などを目的に、インフ
ルエンザやＢＣＧなど14種類の予防接種を実施して
います。
▶平成26年度事業費　１億1,835万3,000円
▶問い合わせ　健康推進グループ （☎85 0 1 0 0 ）

※ 各地区の事業には、周辺の地域で実施してい
るものを含みます。

　平成27年 4 月からの『子ども・子育て支援新制度』
施行に向け、市が保育施設などの利用定員を定めた
り、市町村子ども・子育て支援事業計画を策定した
りするときの協議のほか、支援施策が地域の子ども・
子育て家庭の実情やニーズを踏まえているかなどを
調査審議するための会議を行っています。
▶平成26年度事業費　58万2,000円
▶問い合わせ　子育てグループ（☎85 5 6 3 4 ）

全地区（ 2・ 3ページ）
01．予防接種の実施
02．子ども・子育て会議の開催
03．移動図書館車運行業務の委託
04．保育所の運営
05．登別・白石・海老名友好交流事業
06．コミュニティスクール活動支援事業
07．防災行政無線（同報系）整備事業
08．除雪対策の実施

幌別・登別・登別温泉各地区（ 4・ 5ページ）
09．地獄谷木道改修事業
10．高規格救急自動車の更新
11．エゾアワビ種苗放流事業補助金
12．キウシト湿原緑地保全事業
13．岡志別の森運動公園施設の整備
14．エゾシカ有効活用推進事業
（緊急雇用創出推進事業・起業支援型地域
雇用創造事業）

15．商店街活性化事業

鷲別地区（ 6・ 7ページ）
16．鷲別小学校建て替え事業
17．中学校耐震化・改修事業
18．道路排水対策（雨水対策）事業

2 特集　平成26年度市の仕事

平成26年度市の仕事
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移動図書館車
運行業務の委託

保育所の運営

コミュニティスクール
活動支援事業

除雪対策の実施

防災行政無線（同報系）
整備事業

登別・白石・海老名
友好交流事業

　移動図書館車の効率的な運行と巡回サービスの向上を図るた
め、運行業務を委託しています。皆さんが地域で図書館サービ
スを利用できる環境を整えることで、教育文化の向上を目指し
ます。平成24年度に比べ、平成25年度の貸出冊数は282冊増の
27,261冊となっています。
▶平成26年度事業費　419万3,000円
▶問い合わせ　市立図書館（☎85 4 3 2 4 ）

　保護者の家庭と仕事の両立を支援し、児童の健全
育成を図るため、保育所の運営管理、保育所広域入
所委託、登別保育所の運営管理業務委託、延長保育
の実施、休日保育の実施
などを行っています。
▶ 平成26年度事業費　
1 億4,411万 2,000円
（うち、道の補助金61
万3,000円）

▶ 問い合わせ　子育てグ
ループ（☎85 5 6 3 4 ）

　学校・保護者・地域が一体となった新組織である
『コミュニティスクール』の活動を支援・推進する
ことで、三者の意見が反映される『地域と共にある
学校づくり』を目指します。
　主に、学校運営に関する会議の開催、地域人材バ
ンクの活用（登下校時の見守り隊、放課後学習サ
ポートなど）、自然・社会体験行事などの地域連携
活動事業を行っています。
▶平成26年度事業費　60万円
▶問い合わせ　学校教育グループ（☎88 1 1 6 2 ）

　除排雪や凍結防止剤の散布など、冬期間の市道管
理を適切に行い、歩行者や通行車両の安全を確保し
ます。
▶平成26年度事業費　
　5,500万円
▶問い合わせ　土木
　グループ（☎85 3
　 2 6 0 ）

　災害時の情報伝達の強化を図るため、音声放送
を行う屋外拡声子局の増設や大きな音響を発する
モーターサイレンを海岸沿いに設置するなど、防
災行政無線の整備を行っています。
※ 同報系とは、同時に複数の相手に通報する無線
系統のことです。

▶ 平成26年度事業費　
4億8,702万9,000円
（うち、市債 4 億
8,700万円）

▶問い合わせ　総務グ
　ループ（☎85 1 1 3
 0 ）

　トライアングル交流宣言を調印した白石市・海
老名市との行政間交流のほか、友好交流促進のた
め、補助金を交付して、登別市姉妹都市等都市間
交流協会が行う積極的な民間交流を支えています。
　昨年12月29日には、同協会ほか 7団体の連名で、
『海老名市との姉妹都市締結に向けての要望書』
が市長・市議会議長に提出されました。
▶平成26年度事業費　471万2,000円
▶問い合わせ　総務グループ（☎85 1 1 3 0 ）

▲ スポーツを通じた児童の友好交
流も活発になっている（登別・
白石姉妹都市少年スポーツ交流
事業）

▲ 『海老名市との姉妹都市
締結に向けての要望書』
を市長に提出する登別市
姉妹都市等都市間交流協
会などの団体の代表者
（右）

3 特集　平成26年度市の仕事
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地獄谷木道改修事業

→ →

高規格救急自動車
の更新

エゾアワビ種苗
放流事業補助金

　硫黄や風雪・雨により全体的に劣化が進んでいた木道を、市民や観光客に安全・安心に利用してもら
うため、昨年 9月に改修工事を行いました。
▶平成26年度事業費　416万8,000円
▶問い合わせ　観光振興グループ（☎84 2 0 1 8 ）

　登別温泉支署の高規格救急自動車が老朽
化していることから、新たに更新します。
これにより、救急体制が充実し、安心・迅
速な搬送や救命措置を図ることができます。
▶ 平成26年度事業費　3,500万5,000円（う
ち、市債3,440万円）

▶問い合わせ　消防本部総務グループ
 （☎85 9 6 1 1 ）

　試験的にエゾアワビの人工種苗を登別市
周辺海域に放流し、生息環境や放流後の成
長などの調査を行う、いぶり中央漁業協同
組合に対し、事業費の一部を補助し、『つ
くり育てる漁業』、『新しい資源づくり』
を推進しています。昨年10月には、試験的
にエゾアワビの初水揚げを行いました。
▶平成26年度事業費　32万4,000円
▶問い合わせ　農林水産グループ
 （☎85 2 3 2 1 ）

▲改修前の木道（工事対象の一部）

▲種苗の放流作業 ▲ 放流後調査で大きさを測るために捕
ったエゾアワビ

▲改修中の木道 ▲改修後の木道

▲ 2月に配備される高規格救急自動車

登別
温泉
地区

登別
地区
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潜水して捕ります

4 特集　平成26年度市の仕事
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エゾシカ有効活用推進事業
（緊急雇用創出推進事業・
起業支援型地域雇用創造事業）

商店街活性化事業

岡志別の森運動公園
施設の整備

キウシト湿原
緑地保全事業

　エゾシカ肉の有効活用の体制づくりと雇用の場の創
出を行い、新たな地場特産物の開発と地域経済の活性
化を図りました。昨年は、エゾシカ肉の卸売りや缶詰
販売を実現しました。
▶ 平成26年度事業費　796万2,000円（うち、道の補助
金796万2,000円）
▶問い合わせ　農林水産グループ（☎85 2 3 2 1 ）

　市の指定区域の空き店舗を活用して、新たに事
業を行う方へ補助をする『空き店舗活用事業』や、
商店会などを対象に、商店街のにぎわい創出に向
けた事業経費の一部を補助する『商店街活性化支
援事業』を行っています。平成26
年度は、幌別駅前の空き店舗入居
者や登別駅前のベンチ設置事業な
どに補助金を交付しました。
▶ 平成26年度事業費　721万8,000
円

▶問い合わせ　商工労政グループ
 （☎85 2 1 7 1 ）

　施設利用者の利便性向上のため、自由に使用できる休憩
施設を整備しました。
　平成27年 4 月のオープンを予定しています。
▶ 平成26年度事業費　1,743万2,000円（うち、市債1,300
万円）
▶問い合わせ　社会教育グループ（☎88 1 1 2 9 ）

　キウシト湿原の保全と利活用を図るため、管
理棟の建設や管理棟周辺の整備（アスファルト
舗装や木製の柵・案内板の設置など）を実施し
ました。
　管理棟の建築面積は81平方㍍で、多目的室や
トイレなどを備えており、バリアフリーに配慮
して整備しました。
▶ 平成26年度事業費　3,270万円（うち、国の
補助金1,550万円、市債1,450万円）

▶問い合わせ　都市計画・公園グループ
 （☎85 4 1 1 5 ）

▲休憩施設（外観） ▲休憩施設（内部）

▲エゾシカ肉の缶詰

▲解体処理施設

▲ ▶完成したキウシ
ト湿原の管理棟

幌別地区
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▲ 『空き店舗活用
事業』を活用し
た店舗

5 特集　平成26年度市の仕事
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16鷲別小学校建て替え事業

鷲別小学校改築の基本的な考え方

建て替え後の鷲別小学校（概要）

　鷲別小学校校舎は、建物の老朽の程度を調べ
る耐力度調査により危険建物に、体育館は耐震
診断により耐震補強が困難な建物であると判定
されました。そのため、鷲別小学校校舎と体育
館の建て替えを行うこととしました。
　平成26年度は体育館の建て替えを進め、平成
27年度からは校舎の建て替えに着手し、平成28
年度に完成する予定です。
▶ 平成26年度事業費　 5億5,168万9,000円（う
ち、国からの補助金 2 億8,132万円、市債 2
億7,030万円）
▶問い合わせ　教育委員会総務グループ
 （☎88 1 1 0 0 ）

●学校施設としての機能の充実
　使いやすい機能や少人数学習など、
時代の変化に対応した学習活動機能
を有する多目的教室などの設置
●地域の防災機能を備えた施設
　高台まで避難が間に合わない場合
に緊急的に避難する津波避難ビルと
しての機能、屋上までの屋外非常階
段の設置、備蓄庫の設置

●地域コミュニティを高める施設
　学校教育の場としてだけではなく、
地域住民の文化・スポーツ活動、世
代間交流の場など、地域との活動の
場となるような地域ボランティア
室・多目的ホールの設置

●再生エネルギーの活用（太陽光）
　校舎屋上での太陽光パネルの設置
による、再生可能エネルギーの活用
や児童の環境学習での活用

▶（鳥瞰図）

▲建て替え後の鷲別小学校の完成予想図（外観図）

構造 面積 階数 地上から屋上
までの高さ　

校　舎 鉄筋コンクリー
ト造一部鉄骨造  5361.53㎡ 4 階 15.65ｍ

（海抜約21ｍ）

体育館 鉄筋コンクリー
ト造　　　　　 1,118.09㎡ 2 階 11.85ｍ

（海抜約17ｍ）

▲▶体育館の建て替え工事

今後の事業計画（予定）
平成26年度 体育館の建て替え

平成27年度 旧体育館の解体

平成27・28年度 校舎の建て替え

平成29年度 旧校舎の解体、グラウンド整備、外構工事

鷲別地区

6 特集　平成26年度市の仕事
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道路排水対策（雨水対策）
事業

市内における耐震化が必要な学校施設数

中学校耐震化・改修事業

　大雨に伴う道路冠水多発地域（若草
町、新生町など）を対象に、排水路の
改修や排水ポンプの増設、既設排水路
の清掃などを実施し、道路冠水による
交通障害の軽減を進めています。
▶ 平成26年度事業費　 2 億1,147万円
（うち、市債１億6,640万円）
▶ 問い合わせ　土木グループ
 （☎85 3 2 6 0 ）

　小学校 6校（幌別西、登別、富岸、幌別東、青葉、鷲別各小学校）、中学校 2校
（幌別、登別各中学校）の校舎の耐震化が必要となっています。
　体育館の耐震化は、現在、工事中の鷲別小学校体育館の完成をもって、全て完了
します。
　平成26年度からは、鷲別中学校を皮切りに、校舎の耐震化工事に着手しており、
平成32年度までに 8校全ての小・中学校の耐震化を完了することを目標としていま
す。

　学校施設は、児童生徒などが一日の大半を過ごす学習・生
活の場であるとともに、災害時は地域住民の避難場所として
の役割も果たすことから、安全・安心な教育施設の整備を進
めています。
　平成26年度は、地震に対して倒壊などの危険性がある鷲別
中学校校舎の耐震補強や外壁改修、トイレの洋式化などの整
備を行いました。
▶ 平成26年度事業費　 2億4,539万1,000円（うち、国からの
補助金8,639万7,000円、市債１億5,890万円）
▶問い合わせ　教育委員会総務グループ（☎88 1 1 0 0 ）

▲耐震化工事を終えた体育館（登別小学校）

▲道路排水対策（雨水対策）工事▲既設排水路の清掃作業

▲耐震化工事を終えた校舎（鷲別中学校）

▲校舎内部の耐震化工事（鷲別中学校）

1617

18

7 特集　平成26年度市の仕事

平成26年度市の仕事



◆ 

任
用
期
間

　
4
月
１
日
〜
平
成
28

年
3
月
31
日

※ 

勤
務
成
績
が
良
好
な
場
合
は
、
１

年
ご
と
の
任
用
更
新
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
31
年
度
末
ま
た
は

65
歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る
年
度

末
の
早
い
方
ま
で
が
限
度
で
す
。

◆ 

試
験
月
日
・
場
所
（
予
定
）

　
2

月
21
日
㈯
・
市
役
所
（
時
間
は
、

後
日
ご
連
絡
し
ま
す
）

◆ 

試
験
方
法

　
面
接
試
験

時
〜
15
時
45
分
（
月
〜
木
曜
日
）
、

②
9
時
〜
14
時
45
分
（
金
曜
日
）

休 

日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額

　
13
万
600
円

対
象

　
30
〜
63
歳
の
方

勤 

務
地

　
市
役
所

主 

な
業
務
内
容

　
各
種
証
明
書
の
交

付
な
ど
の
窓
口
業
務

勤 

務
時
間

　
9
時
〜
17
時
30
分
の
う

ち
週
29
時
間
勤
務
（
勤
務
割
は
別

途
定
め
る
）

※ 

月
2
回
程
度
、
木
曜
日
13
時
15
分

〜
19
時
ま
で
の
勤
務
あ
り
。

休 

日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額

　
13
万
600
円

対
象

　
30
〜
63
歳
の
方

勤 

務
地

　
鷲
別
支
所
、
鷲
別
支
所
若

草
分
室

主 

な
業
務
内
容

　
各
種
証
明
書
の
交

付
な
ど
の
窓
口
業
務

勤
務
時
間
・
場
所

【
4
〜
8
月
、
3
月
】
①
10
時
〜

13
時
（
若
草
分
室
）
、
14
時
〜
17

時
（
鷲
別
支
所
、
週
に
１
回
14
時

〜
16
時
）
、
②
13
時
〜
16
時
（
若

草
分
室
）

※ 

平
均
週
22
時
間
勤
務
。

※ 

①
と
②
を
１
週
間
ご
と
に
交
替
。

【
9
〜
2
月
】
①
10
時
〜
13
時
、

②
13
時
〜
16
時

※
週
15
時
間
勤
務
。

※ 

①
と
②
を
１
週
間
ご
と
に
交
替
。

休 

日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給 

料
月
額
　
【
4
〜
8
月
、
3
月
】

9
万
9
千
100
円
、
【
9
〜
2
月
】

6
万
7
千
600
円

対
象
　
50
〜
63
歳
の
方

勤 

務
地
　
市
役
所

主
な
業
務
内
容
　
宿
日
直
業
務

勤 

務
時
間
　
①
17
時
〜
9
時
、
②
9

時
〜
17
時
（
②
は
2
週
間
に
１
回

対 
象
　
30
〜
63
歳
で
、
普
通
運
転
免

許
を
有
し
、
2
年
以
上
運
転
経
験

の
あ
る
方

勤 

務
地
　
市
役
所

主 

な
業
務
内
容
　
市
税
、
国
民
健
康

保
険
税
な
ど
の
徴
収
業
務

勤 

務
時
間
　
週
29
時
間
勤
務
。
基
本

勤
務
割
は
①
9
時
〜
16
時
、
②
11

時
〜
17
時
、
③
10
時
45
分
〜
17
時

30
分

休 

日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
600
円

対 

象
　
40
〜
63
歳
で
、
就
労
や
福
祉

に
関
す
る
相
談
業
務
が
可
能
で
、

普
通
運
転
免
許
を
有
し
、
2
年
以

上
運
転
経
験
の
あ
る
方

勤 

務
地
　
市
役
所
　

主 

な
業
務
内
容
　
生
活
困
窮
者
に
対

し
、
日
常
生
活
の
自
立
支
援
と
生

活
自
立
へ
の
支
援

勤 

務
時
間

　
①
9
時
〜
15
時
45
分

◆ 

申
込
方
法

　
人
事
・
行
政
管
理
グ

ル
ー
プ
や
各
支
所
に
備
え
付
け
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

2
月
12
日
㈭
ま
で
に
人
事
・
行
政

管
理
グ
ル
ー
プ
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い

※ 

給
料
月
額
は
、
2
月
１
日
現
在
の

も
の
で
す
。

※ 

資
格
・
年
齢
の
基
準
日
は
平
成
27

年
4
月
１
日
現
在
で
す
。

程
度
）

休 

日
　
3
日
勤
務
し
１
日
休
み

給 

料
月
額

　
13
万
600
円

（
月
〜
木
曜
日
）
、
②
9
時
〜
14

時
45
分
（
金
曜
日
）

休 

日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
600
円

対
象
　
30
〜
63
歳
の
方

勤 

務
地
　
鷲
別
支
所

主 
な
業
務
内
容
　
各
種
証
明
書
の
交

付
な
ど
の
窓
口
業
務

勤 
務
時
間

　
週
29
時
間
勤
務
。
①
9

対 

象
　
30
〜
63
歳
で
、
手
話
通
訳
士

か
手
話
通
訳
者
の
資
格
を
有
す
る

方
勤 

務
地

　
市
役
所

主 

な
業
務
内
容

　
手
話
通
訳
業
務

勤 

務
時
間

　
①
9
時
〜
15
時
45
分

（
月
〜
木
曜
日
）
、
②
9
時
〜
14

時
45
分
（
金
曜
日
）

休 

日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額

　
13
万
5
千
500
円

対 

象
　
30
〜
63
歳
で
、
保
育
士
な
ど

の
資
格
か
教
諭
免
許
を
有
す
る
方

勤 

務
地
　
児
童
館
、
児
童
セ
ン
タ
ー

主 

な
業
務
内
容
　
遊
具
や
図
書
な
ど

を
通
し
て
、
児
童
に
健
全
な
遊
び

を
指
導
す
る
業
務

勤 

務
時
間
　
【
3
〜
10
月
】
12
時
〜

17
時
、
【
11
〜
2
月
】
12
時
〜
16

時
30
分

休
日
　
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
5
千
500
円

夜
警
員

　
2
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

人
事
・
行
政
管
理
グ
ル
ー
プ
（
☎
85
1
1
3
2
）

登
別
市
嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す

徴
収
員
　
5
人

支
援
員

　
１
人

業
務
員
　
2
人

業
務
員

　
１
人

業
務
員

　
１
人

専
門
員
　
１
人

児
童
厚
生
員
兼
　
　

放
課
後
児
童
支
援
員
　
2
人
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対
象
　
30
〜
63
歳
の
方

勤 
務
地
　
市
役
所

主
な
業
務
内
容

　
秘
書
業
務

対
象

　
30
〜
63
歳
の
方

勤 

務
地

　
登
別
温
泉
支
所

主 

な
業
務
内
容

　
各
種
証
明
書
の
交

付
な
ど
の
窓
口
業
務

勤 

務
時
間

　
①
9
時
〜
15
時
30
分

（
月
曜
日
の
み
9
時
〜
15
時
45

分
）
、
②
11
時
〜
17
時
30
分
（
月

曜
日
の
み
10
時
45
分
〜
17
時
30
分
）

※ 

①
と
②
を
１
週
間
ご
と
に
交
替
。

休 

日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給 

料
月
額
　
13
万
600
円

対 

象
　
40
〜
63
歳
で
、
社
会
福
祉
主

事
任
用
資
格
を
満
た
し
て
お
り
、

普
通
運
転
免
許
を
有
し
、
2
年
以

上
運
転
経
験
の
あ
る
方

勤 

務
地

　
市
役
所

主 

な
業
務
内
容

　
生
活
保
護
の
受
給

者
に
対
し
、
日
常
生
活
の
自
立
支

援
と
生
活
自
立
へ
の
支
援

勤 

務
時
間

　
①
10
時
〜
16
時
30
分

（
月
〜
水
、
金
曜
日
）
、
②
10
時

〜
16
時
45
分
（
木
曜
日
）

休 

日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額

　
13
万
600
円

対 

象
　
30
〜
63
歳
で
、
保
育
士
な
ど

の
資
格
ま
た
は
教
諭
免
許
を
有
す

る
方

勤 

務
地

　
市
内
児
童
館
、
児
童
セ
ン

タ
ー

主 
な
業
務
内
容

　
遊
具
や
図
書
な
ど

を
通
し
て
、
児
童
に
健
全
な
遊
び

を
指
導
す
る
業
務

勤 

務
時
間

　
【
3
〜
10
月
】
12
時
〜

17
時
、
【
11
〜
2
月
】
12
時
〜
16

時
30
分

休
日

　
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額

　
13
万
5
千
500
円

対
象
　
35
〜
63
歳
の
方

勤 

務
地
　
市
役
所

主 

な
業
務
内
容
　
税
や
使
用
料
の
納

付
状
況
の
デ
ー
タ
入
力
、
確
認
業

務
、
会
計
事
務
補
助

勤 

務
時
間
　
①
9
時
〜
15
時
45
分

（
月
〜
木
曜
日
）
、
②
9
時
〜
14

時
45
分
（
金
曜
日
）

休 

日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額

　
13
万
600
円

対 

象
　
50
〜
63
歳
で
、
小
破
修
繕
が

で
き
る
方

勤 

務
地
　
小
・
中
学
校

主 

な
業
務
内
容
　
学
校
の
維
持
管
理

業
務

勤 

務
時
間
　
①
7
時
30
分
〜
13
時
、

②
10
時
30
分
〜
16
時

休 

日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額

　
12
万
3
千
900
円

対 

象
　
50
〜
63
歳
で
、
木
製
ベ
ン
チ

や
看
板
な
ど
の
修
繕
が
で
き
、
普

通
運
転
免
許
を
有
し
、
2
年
以
上

運
転
経
験
の
あ
る
方

勤 

務
地

　
公
園
管
理
事
務
所

主 

な
業
務
内
容

　
市
内
公
園
の
維
持

管
理
業
務

勤 

務
時
間

　
①
9
時
〜
15
時
45
分

（
月
〜
木
曜
日
）
、
②
9
時
〜
14

時
45
分
（
金
曜
日
）

休 

日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
600
円

対 

象
　
50
〜
63
歳
で
、
自
家
用
車
な

ど
で
通
勤
可
能
な
方

※ 

対
人
１
億
円
・
対
物
200
万
円
以
上

の
任
意
保
険
へ
の
加
入
が
必
要
で

す
。

勤 

務
地
　
市
内
浄
水
場

主 

な
業
務
内
容
　
浄
水
場
の
運
転
操

作
、
維
持
管
理
業
務

勤 

務
時
間
　
①
17
時
30
分
〜
8
時
30

分
ま
た
は
18
時
〜
9
時
（
仮
眠
時

間
あ
り
）
、
②
9
時
〜
17
時
30
分

※ 

5
週
で
①
が
14
回
、
②
が
2
回
が

基
本
で
す
。

対 

象
　
35
〜
63
歳
で
、
普
通
運
転
免

許
を
有
し
、
2
年
以
上
運
転
経
験

の
あ
る
方

勤 

務
地
　
市
役
所

主 

な
業
務
内
容
　
水
道
料
金
と
下
水

道
使
用
料
の
徴
収
業
務

勤 

務
時
間
　
9
時
〜
17
時
30
分
の
う

ち
週
29
時
間
勤
務

休 

日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
600
円

対 

象
　
35
〜
63
歳
で
、
重
量
物
の
取

り
扱
い
が
多
い
た
め
、
体
力
の
あ

る
方

勤 

務
地
　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

主 

な
業
務
内
容
　
学
校
給
食
の
調
理

や
食
器
な
ど
の
洗
浄
、
簡
単
な
機

械
操
作
業
務

勤 

務
時
間
　
①
8
時
30
分
〜
15
時
30

分
、
②
9
時
〜
16
時

※ 

4
週
の
う
ち
①
が
１
週
、
②
が
3

週
程
度
。

※ 

学
校
の
夏
・
冬
・
春
休
み
期
間
に

時
間
調
整
に
よ
る
休
み
が
あ
り
ま

す
。

休 

日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額

　
12
万
１
千
600
円

勤 

務
時
間
　
①
8
時
30
分
〜
15
時
15

分
（
月
〜
木
曜
日
）
、
②
8
時
30

分
〜
14
時
15
分
（
金
曜
日
）

休 

日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給 

料
月
額

　
13
万
600
円

休
日
　
勤
務
割
表
に
よ
る

給
料
月
額

　
13
万
600
円

対 

象
　
40
歳
〜
63
歳
で
、
小
破
修
繕

が
で
き
る
方

勤
務
地

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

主 

な
業
務
内
容

　
セ
ン
タ
ー
の
維
持
・

管
理
業
務

勤 

務
時
間

　
9
時
〜
17
時
（
木
〜
日

曜
日
）

休 

日
　
月
・
火
・
水
曜
日
、
祝
日
な

ど
給
料
月
額

　
13
万
600
円

業
務
員
　
１
人

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
　
１
人

児
童
厚
生
員
　
1
人

業
務
員

　
１
人

公
務
補

　
11
人

公
務
補
　
１
人

浄
水
場
管
理
人
　
2
人

徴
収
員
　
１
人

調
理
員

　
3
人

業
務
員

　
１
人

公
務
補    

１
人
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職　種 募集
人数 勤務地 業務内容 賃　金 勤務時間など 休日など 資格など

事務補助 2人
程度

市役所、教
育委員会な
ど

事務一般 日額
5,890円

9 時～17時30分
※ 上記時間の範囲内で、勤
務時間、日数を変更する
場合があります。

土・日曜日、
祝日など

パソコン操作（ワ
ード・エクセル）
が可能な方

技術補助
6人
～ 9
人程
度

小・中学校 特別支援学
級介助業務

日額
5,890円 7 時45分～16時15分

土・日曜日、
祝日、夏季
休業日など

学校司書 2人
程度 小学校

司書業務、
学校図書室
の環境整備
など

時給
840円 10時～15時 土・日曜日、

祝日など 司書資格のある方

英語
支援員 1人 市役所

国際交流事
業などに係
る業務と事
務一般

日額
7,130円 9 時～17時30分 土・日曜日、

祝日など

英検 2級以上、も
しくはTOEIC700
点程度など、英語
力に関し一定以上
の力量があると客
観的に示すことが
でき、 2年以上運
転経験のある方

保育士

3人
程度 保育所 保育業務

日額
8,060円
または
時給
1,040円

月～金曜日　 7時15分～18
時の時間内で 1日 7時間45
分の勤務
土曜日　 7時15分～12時30
分の時間内で 1日 3時間の
勤務
休日保育勤務日　 7時45分
～18時15分の時間内で 1日
7時間45分の勤務

日曜日、祝
日など（ 4
週 7休）
※ 年に 3回
程度、休
日の勤務
がありま
す。

保育士免許を有す
る方

1人
中央子育て
支援センタ
ー

保育業務

日額
8,060円
または
時給
1,040円

月～金曜日  9 時～17時30
分
土曜日　 9時～12時

日曜日、祝
日など（ 4
週 7休）

3人
程度 保育所 保育業務

（延長保育）
時給
1,040円

月～金曜日　15時15分～19
時15分
土曜日　11時30分～19時15
分
※ 月14日以内、週20時間未
満の勤務となります。

日曜日、祝
日など

調理員

2人
程度 保育所

保育所にお
ける調理業
務

時給
800円

月～金曜日　① 8時45分～
14時20分②10時～15時45分
土曜日　① 9時30分～11時
30分②10時～12時30分

日曜日、祝
日など

調理師免許を有す
るか、調理実務経
験がある方

1人 保育所
保育所にお
ける調理業
務（代替業
務）

時給
800円

月～金曜日　 8時45分～15
時45分のうち実働 5時間程
度
土曜日　 9時～12時30分の
うち実働 2時間程度
※ 勤務は職員不在時のみで
す。

日曜日、祝
日など

事務補助
2人
程度

市役所、教
育委員会な
ど

事務一般 日額
5,890円

9 時～17時30分
※ 上記時間の範囲内で勤務
時間、日数を変更する場
合があります。

土・日曜日、
祝日など

• パソコン操作
（ワード、エク
セル）が可能な
方
• 市内に居住（予
定）の方

※ 新規卒業者などの緊急雇用対策です。大学、短大、専門学校、高校などを平成25年 3 月以降に卒業または
平成27年 3 月に卒業見込みの方で、応募時点で就職が未定（無職）の方のみ応募できます。

※資格の基準日は、平成27年 4 月 1 日現在です。　
※募集内容は、計画案に基づくものであり、多少の変更が生じる場合があります。

登別市臨時職員を募集します
申し込み・問い合わせ　人事・行政管理グループ（☎85１１３２）

▶任用期間　 4月１日～ 9月30日（ 6カ月間、勤務成績が良好な場合は最長 6カ月間の延長があります）
▶選考　面接と書類選考（英語支援員は英語による質疑応答があります）
▶ 申込方法　 2月 2日㈪～13日㈮に電話で申し込みをし、市販の履歴書（写真貼付）に必要事項を記入の
上、指定された日時に本人が人事・行政管理グループ（市役所 3階）に持参してください
※ 資格の必要な職種に申し込みをする方は、資格を確認できるもの（資格証の写しなど）も持参してくだ
さい。

10 登別市臨時職員を募集します



富岸町 3丁目

雪
捨
て
場

富
岸
川

TSUTAYA登別店
ガスト登別店

サンワドー
登別店

ツルハドラッグ
登別富岸店マックスバリュ

登別店

緑陽中学校

至 室蘭 道道上登別室蘭線

市
道
鷲
別
学
田
路
線

至 幌別

出入

登別東町 3丁目

雪捨て場

至 室蘭

伏古別川

婦人センター

登別マリンパークニクス

国道36号 至 白老

出入

緑町１丁目

至 鷲別駅 至 幌別駅

至 室蘭 国道36号 至 白老

道道登別室蘭インター線

陸上自衛隊
幌別駐屯地

北海道
コカ・コーラ
ボトリング

登別ベルコ
会館

登別交番
出入

雪捨て場

富岸町

道央自動車道至 室蘭 至 白老

亀田霊園

亀田記念公園

雪捨て場 出入

若草町１丁目

雪捨て場

道道上登別室蘭線至 室蘭 至 幌別

至 鷲別駅 至 幌別駅

若草小学校

ジャパンスイミング
スクール登別

平成斎場若草公園
出入

　
急
な
坂
道
に
は
、
滑
り
止

め
用
の
砂
箱
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
散
布
と
管
理
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
で
す
。
事
故

防
止
の
た
め
、
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　
交
通
の
妨
げ
や
交
通
事
故

の
原
因
と
な
る
恐
れ
が
あ
る

の
で
、
道
路
へ
の
雪
出
し
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

　
除
雪
作
業
が
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

路
上
駐
車
は
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　
道
路
を
除
雪
し
た
後
に
玄
関
前
や
車
庫

前
に
た
ま
っ
た
雪
は
、
道
路
へ
は
出
さ
ず
、

道
路
脇
や
各
家
庭
の
敷
地
内
で
処
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
市
は
、
限
ら
れ
た
除
雪
機
械
台
数
で
速
や
か
に
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
雪
を
道
路
の
両

脇
に
か
き
分
け
て
除
雪
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
ご
協
力
で
、
除
雪
効
果
が
大
き
く
上
が
り
ま
す
。

１
　
間
口
の
雪
処
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

除
雪
の
た
め
の

５
つ
の
お
願
い

２
　
路
上
駐
車
は

　
　
　
し
な
い
で
く
だ
さ
い

５
　
滑
り
止
め
用
の
砂
や

　
　
　
融
雪
剤
の
散
布
に
ご
協
力
を

雪捨て場をご利用ください 利用時間：10時～17時

４
　
除
雪
車
に
は

　
　
　
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い

３
　
道
路
へ
の
雪
出
し
は
や
め
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ
　
土
木
グ
ル
ー
プ
（
☎
85
３
２
６
０
）

通
り
や
す
い
冬
道
の
た
め
に
地
域
の
ご
協
力
を

【利用上の注意】
•雪以外の物は持ち込まないでください。
•大型店舗の駐車場などの雪はご遠慮ください。

•雪捨て場は奥側からご利用ください。
•堆雪状況により予告なく閉鎖する場合があります。

11 通りやすい冬道のために地域のご協力を

通りやすい冬道のために
地域のご協力を



　
１
月
１
日
㈭
、
泉
源
公
園
で
『
元
旦
縁
起
も
ち

つ
き
』
（
登
別
観
光
協
会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
観
光
客
を
は
じ
め
多
く
の
来
場
者
が
、
鏡
割
り

や
、
4
人
の
若
者
が
子
宝
安
産
、
夫
婦
円
満
、
家

内
安
全
を
祈
願
し
て
、
笛
・
太
鼓
の
音
頭
に
合
わ

せ
て
威
勢
よ
く
餅
を
つ
く
『
子
宝
も
ち
つ
き
舞
』

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
つ
き
あ
が
っ
た
餅
は
お
し
る
こ
と
し
て
振
る
舞

わ
れ
、
来
場
者
は
新
年
の
縁
起
物
に
顔
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
て
い
ま
し
た
。

元
旦
縁
起
も
ち
つ
き

縁
起
良
く

一
年
の
始
ま
り
を

▲多くの来場者でにぎわいを見せる泉源公園

　
１
月
7
日
㈬
、
市
民
会
館
で
、
新
春
の
門
出
を
飾
る

『
平
成
27
年
登
別
市
消
防
出
初
式
』
（
市
主
催
）
を
行

い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
悪
天
候
に
よ
り
、
予
定
し
て
い
た
分
列
行

進
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
式
典
で
は
、
市
民
や
関

係
機
関
・
団
体
の
方
が
見
守
る
中
、
長
年
に
わ
た
り
消

防
団
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
方
47
人
に
対
し
、
優
良
消
防

団
員
表
彰
や
永
年
勤
続
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
、
今
後
も
安
全
・
安
心
な
市
民
生
活
を
守

る
た
め
、
消
防
団
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
・
強
化
へ
の

思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
登
別
市
消
防
出
初
式

防
火
・
防
災
へ
の

決
意
を
新
た
に

1
 7

1
 1

▲長年の功績をたたえ表彰される受賞者

12
 19

　
12
月
19
日
㈮
、
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
『
町
内
会
・
町
会
・
自
治
会
・

会
長
等
研
修
会
』
（
登
別
市
連
合
町
内
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
63
町
内
会
の

80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
研
修
会
で
は
、
平
成
25
年
4
月
か
ら
、
総
務
省
の
事
業
で
あ
る
『
地
域
お

こ
し
協
力
隊
』
と
し
て
兵
庫
県
神
戸
市
か
ら
来
登
し
、
市
役
所
で
交
流
活
動
専

門
員
と
し
て
活
動
す
る
福ふ

く

原は
ら

豊と
よ

之ゆ
き

さ
ん
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
交
流
活
動
専

門
員
は
、
登
別
市
へ
の
移
住
検
討
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
対
応
や
案
内
、
移
住

体
験
者
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
う
移
住
促
進
政
策
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
福
原
さ
ん
は
、
自
身
が
感
じ
た
神
戸
と
異
な
る
登
別
の
『
人
と
ま
ち
』
の
魅

力
を
語
り
、
「
全
て
は
人
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
全
市
民
で
ま
ち
を
盛
り
上
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
、
そ
の
た
め
に
は
登
別
の
良
さ
を
市
民
が
再
認
識
し
、
市

外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
」
と
力
を
込
め
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

町
内
会
・
町
会
・
自
治
会
・
会
長
等
研
修
会

全
て
は
『
人
』
か
ら

始
ま
る

▲ 講演中の様子

12 東　奔　西　走



1/
8･9

　
１
月
7
日
㈬
、
児
童
の
安
全
・
安
心
な
居
場
所
の
確

保
を
目
的
と
す
る
鷲
別
地
区
放
課
後
子
ど
も
教
室
・
鷲

別
児
童
ク
ラ
ブ
の
主
催
に
よ
り
、
鷲
別
小
学
校
で
『
餅

つ
き
大
会
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
冬
休
み
中
の
児
童
約
100
人
が
参
加
し
、
2
つ
の
臼
と

子
ど
も
用
の
小
さ
な
き
ね
を
使
っ
て
、
力
い
っ
ぱ
い
餅

を
つ
き
ま
し
た
。

　
つ
き
あ
が
っ
た
餅
は
、
湯
気
の
上
が
っ
て
い
る
う
ち

に
、
児
童
が
自
分
で
あ
ん
こ
を
包
ん
で
堪
能
。
餅
は
雑

煮
な
ど
と
し
て
も
振
る
舞
わ
れ
、
つ
き
た
て
の
餅
の
食

感
に
、
参
加
し
た
児
童
に
笑
顔
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
１
月
20
日
㈫
、
市
民
会
館
で
、
室
蘭
工
業
大
学
で
学

ぶ
中
国
・
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
か
ら
の
留
学
生
を
講
師

に
『
国
際
理
解
講
座
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
市
民
に
海
外
の
多
様
な
文
化
や
価
値

観
に
触
れ
、
国
際
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

　
初
め
に
、
李リ

コ
ウ

さ
ん
と

ノ
ー諾
敏ミ

ン

さ
ん
が
、
日
本
で
の
暮

ら
し
や
市
民
の
印
象
を
話
し
た
り
、
出
身
地
の
料
理
、

服
飾
、
景
色
な
ど
の
特
色
を
紹
介
し
た
り
し
た
後
、
温オ

ン

都ド
ゥ

日リ

格ガ

さ
ん
が
民
族
楽
器
『
馬ば

頭と
う

琴き
ん

』
で
『
ふ
る
さ
と
』

な
ど
の
曲
を
披
露
。
参
加
者
は
、
興
味
深
い
外
国
文
化

の
話
や
美
し
い
音
色
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
１
月
8
日
㈭
・
9
日
㈮
の
2
日
間
、
し
ん
た
21
で

『
食
育
親
子
料
理
教
室
』
（
登
別
市
食
生
活
改
善
推
進

員
協
議
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
2
日
間
で
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
45
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
市
の
栄
養
士
が
『
朝
ご
は
ん
の
重
要
性
』

や
『
強
い
骨
を
つ
く
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
』
を
説
明
。

そ
の
後
の
調
理
実
習
で
、
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
オ
ム
レ
ツ
や

コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
な
ど
4
種
類
の
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
な
が
ら
も
一
生

懸
命
包
丁
や
ボ
ウ
ル
を
使
い
、
お
母
さ
ん
に
、
「
う
ま

く
で
き
た
よ
」
と
、
と
び
き
り
の
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

食
育
親
子
料
理
教
室

鷲
別
地
区
放
課
後
子
ど
も
教
室
『
餅
つ
き
大
会
』

国
際
理
解
講
座

親
子
で
つ
く
っ
て

お
い
し
く
食
べ
よ
う

つ
き
た
て
の
餅
を

堪
能

民
族
楽
器
の

美
し
い
音
色
に
感
動

▲調理実習を楽しむ親子

▲順番にもちつきの体験をする児童

▲参加者を魅了した馬頭琴の演奏

1
 7

1
 20
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人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

知
っ
て
備
え
る 

防
災
メ
モ
第
25
回

　
登
別
市
は
、
道
内
で
も
降
雪
量
が
少
な

い
地
域
に
当
た
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
発
達
し
た
低
気
圧
の
影
響
に

よ
っ
て
広
い
範
囲
で
大
雪
に
な
る
場
合
や
、

強
い
冬
型
の
気
圧
配
置
に
よ
っ
て
局
地
的

に
大
雪
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
大
雪
に
よ
る
災
害
は
、
道
路
の
通
行
止

め
や
公
共
交
通
機
関
の
運
休
な
ど
の
交
通

障
害
、
電
線
へ
の
着
雪
な
ど
に
よ
る
電
力

障
害
、
樹
木
の
枝
折
れ
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
の
倒
壊
に
よ
る
農
業
被
害
、
雪
崩
や
融

雪
に
よ
る
災
害
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
災
害

が
複
合
し
て
発
生
し
た
場
合
に
は
、
市
民

生
活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
大
雪
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
気
象
台
か

ら
気
象
情
報
や
大
雪
の
注
意
報
、
警
報
、

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら

の
情
報
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
や
毛
布

な
ど
を
用
意
し
て
お
く
な
ど
、
日
頃
か
ら

大
雪
に
よ
る
災
害
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　
住
宅
周
辺
の
除
雪
や
屋
根
の
雪
下
ろ
し

作
業
中
に
は
、
落
雪
や
転
落
な
ど
に
よ
る

事
故
が
毎
年
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
雪

が
や
ん
だ
後
で
も
、
作
業
を
す
る
と
き
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

大
雪
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

子ども軟庭倶楽部
　
『
子
ど
も
軟
庭
倶
楽
部
』
は
、
平

成
24
年
6
月
に
発
足
し
た
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
の
サ
ー
ク
ル
で
、
5
歳
か
ら
小

学
6
年
生
ま
で
の
子
ど
も
が
所
属
し

て
い
ま
す
。
発
足
当
初
の
メ
ン
バ
ー

は
2
人
で
し
た
が
、
現
在
は
20
人
が

週
に
4
回
程
度
、
市
内
の
小
学
校
な

ど
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
ダ
ブ
ル
ス
が
中
心
の
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
の
練
習
を
通
し
て
、
仲
間
意
識

や
礼
儀
、
思
い
や
り
の
心
な
ど
、
社

会
に
出
て
か
ら
役
に
立
つ
こ
と
を
教

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
話
す
の
は
、
代
表
の
寺て

ら

田だ

貞さ
だ

由よ
し

さ

ん
。
年
上
の
相
手
と
の
試
合
な
ど
実

力
を
伸
ば
す
練
習
を
組
む
傍
ら
、
競

技
を
好
き
に
な
っ
て
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
、
練

習
の
た
び
に
１
人
１
回
は
褒
め
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
当
初
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
姉
の
話

か
ら
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
に
興
味
を
持
ち
、

2
年
前
か
ら
活
動
に
参
加
し
て
い
る

小
学
2
年
生
の
籠か

ご

山や
ま

奈な

緒お

さ
ん
は
、

「
最
初
は
ラ
ケ
ッ
ト
が
重
く
て
大
変

で
し
た
が
、
休
ま
ず
に
練
習
に
出
て

い
る
う
ち
に
上
手
に
な
り
、
頑
張
っ

て
練
習
す
れ
ば
上
達
す
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
練
習
は
と
て
も
楽
し

い
の
で
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
と

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
し
て
、
大
会
で
優

勝
し
た
い
で
す
」
と
、
元
気
に
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
寺
田
さ
ん
は
同
倶
楽
部
に
つ
い
て

「
幅
広
い
学
年
の
子
ど
も
が
一
緒
に

活
動
し
て
い
る
た
め
、
上
級
生
と
下

級
生
そ
れ
ぞ
れ
に
人
間
的
な
成
長
が

見
ら
れ
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
見
学
を
希
望
す
る
方
は
寺
田
さ
ん

（
☎
85
2
2
9
5
）
ま
で
。

▲ 基礎を重視した打球練習

幅広い学年の参加で上級
生と下級生がそれぞれ人
間的に成長

大
雪
へ
の
備
え

問
い
合
わ
せ

　
室
蘭
地
方
気
象
台

 

（
☎
㉒
４
２
４
９
）
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▲ アトラクションの抽選会で抽選番号を引く
川野さん（中央）

　
「
成
人
祭
ま
で
に
準
備
す
る
こ
と
が

多
く
、
間
に
合
う
か
心
配
し
ま
し
た
が
、

実
行
委
員
み
ん
な
で
協
力
し
て
無
事
に

成
人
祭
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
ほ
っ

と
し
て
い
ま
す
。
実
行
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
で
は
、
落
ち
着
い
て
話
す
こ
と
を

心
掛
け
ま
し
た
が
、
普
段
は
人
前
に
出

る
こ
と
が
な
い
た
め
、
大
勢
の
新
成
人

を
前
に
緊
張
し
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話

す
川
野
桃
実
さ
ん
。

　
実
行
委
員
会
は
、
昨
年
8
月
、
新
成

人
や
高
校
生
、
市
内
の
ま
ち
づ
く
り
団

体
な
ど
で
活
動
す
る
方
な
ど
15
人
に
よ

り
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
実
行
委
員
長
に
選
ば
れ
た
と
き
は

驚
き
ま
し
た
が
、
新
成
人
が
ふ
る
さ
と

で
共
に
育
っ
た
仲
間
た
ち
と
成
人
を
祝

い
、
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
る
成

人
祭
に
し
よ
う
と
い
う
思
い
で
、
成
人

祭
の
テ
ー
マ
を
決
め
た
り
、
新
成
人
に

配
布
す
る
し
お
り
や
、
出
身
中
学
校
対

抗
の
ゲ
ー
ム
な
ど
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

担
当
を
決
め
た
り
し
て
、
役
割
分
担
し

な
が
ら
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
会
場
の

新
成
人
は
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
友

人
と
一
緒
に
成
人
祭
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

私
に
と
っ
て
も
、
準
備
か
ら
関
わ
ら
せ

て
も
ら
い
、
思
い
出
深
い
成
人
祭
に
な

　
自
ら
も
二
十
歳
の
門
出
を
迎
え
た
川

野
さ
ん
。
成
人
祭
の
実
行
委
員
会
へ
の

参
加
な
ど
を
通
し
、
地
域
へ
の
思
い
を

新
た
に
し
ま
す
。

　
「
多
く
の
方
に
助
け
ら
れ
て
、
成
人

祭
の
実
行
委
員
長
を
務
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
生
ま
れ
育

っ
た
登
別
に
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
、

ま
ち
や
人
に
貢
献
で
き
る
大
人
に
な
り

た
い
で
す
ね
。
市
民
が
元
気
で
活
気
あ

る
登
別
に
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
で
き

る
限
り
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
今
後
の
目
標

を
話
す
川
野
さ
ん
。

　
大
人
と
し
て
の
自
覚
や
責
任
を
胸
に

刻
み
ま
す
。

準
備
か
ら
関
わ
っ
た

思
い
出
深
い
成
人
祭

ま
ち
や
人
に
貢
献
で
き
る

大
人
に
な
り
た
い

川
かわ

野
の

桃
もも

実
み

さん（富岸町）
　１月11日㈰、市民会館で『平成27年登
別市成人祭』（市、同実行委員会主催）
が行われました。
　ことし、登別市で新成人を迎えたのは、
平成 6年 4月 2日から平成 7年 4月１日
までに生まれた561人。このうち、成人
祭には375人が参加し、華やかな振り袖
やスーツ姿の新成人が大人の第一歩を踏
み出しました。
　成人祭は、毎年、新成人などによる実
行委員会が準備から携わっています。
　実行委員長の川野桃実さんに、成人祭
に込めた思いや成人の抱負を聞きました。

これからできる限り
まちづくりに関わっ
ていきたい

平成 6年、登別市生まれ。20歳。
北海道室蘭東翔高等学校を卒業後、日本工学院北海道専門学
校情報処理科に入学。授業の傍ら、ボランティア活動にも積
極的に関わる。 3月に同専門学校を卒業し、 4月から地元の
医療機関に就職する。

り
ま
し
た
」
と
、
川
野
さ
ん
は
振
り
返

り
ま
す
。

15 きらり



く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

定
員
確
保
に
努
め
ま
す
。

基
本
目
標

　
平
成
26
年
4
月
１
日
の
職
員
数
438

人
を
基
点
と
し
、
平
成
30
年
4
月
１

日
の
職
員
総
数
の
目
標
を
430
人
（
8

人
減
）
と
し
ま
す
。

計
画
期
間

　
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま

で
の
4
年
間
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
人
事
・
行
政
管
理
Ｇ

 
（
☎
85
1
1
3
2
）

観
的
に
評
価
・
点
検
す
る
こ
と
で
、

事
業
の
適
正
化
・
効
率
化
を
図
る
と

と
も
に
、
行
政
運
営
の
透
明
性
の
向

上
を
図
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
説

明
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
企
画
調
整
Ｇ

 

（
☎
85
1
1
2
2
）

　
毎
年
、
多
く
の
方
が
冬
道
で
転
倒

し
、
救
急
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
次

の
こ
と
に
注
意
し
、
転
倒
事
故
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

•
暖
か
い
日
の
翌
日
に
注
意
す
る

雪
が
解
け
た
日
や
雨
が
降
っ
た
日

の
翌
日
は
、
夜
間
の
冷
え
込
み
に

よ
り
道
に
薄
い
氷
の
膜
が
で
き
、

滑
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

•
滑
り
や
す
い
路
面
に
注
意
す
る

横
断
歩
道
や
車
の
出
入
り
口
の
あ

る
歩
道
は
、
踏
み
固
め
ら
れ
て
滑

り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ぬ
れ

て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
表
面

に
氷
の
膜
が
で
き
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

•
両
手
を
ふ
さ
が
な
い

ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
入
れ
た
ま
ま
歩

い
た
り
、
両
手
に
荷
物
を
持
っ
た

り
し
て
い
る
と
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
た
と
き
に
身
を
守
れ
ず
、
け
が

を
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

•
小
さ
な
歩
幅
で
ゆ
っ
く
り
歩
く

路
面
状
況
を
よ
く
見
て
、
足
元
に

注
意
し
、
小
さ
な
歩
幅
で
ゆ
っ
く

り
歩
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

 

（
☎
85
2
1
3
9
）

　
電
気
自
動
車
の
急
速
充
電
器
を
市

役
所
に
設
置
し
ま
し
た
。
今
後
の
運

用
方
針
を
検
討
す
る
た
め
、
次
の
と

お
り
試
験
運
用
を
行
い
ま
す
。

日 

時
　
2
月
2
日
㈪
か
ら
の
9
時
〜

17
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）

※ 

試
験
運
用
終
了
時
に
は
改
め
て
ご

案
内
し
ま
す
。

場
所
　
市
役
所

※ 

利
用
時
に
は
総
合
案
内
へ
申
し
出

く
だ
さ
い
。

※ 

試
験
運
用
中
は
、
充
電
料
金
を
徴

収
し
ま
せ
ん
。

※ 

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー

の
充
電
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
85
2
9

5
8
）

　
3
次
評
価
（
総
合
的
な
評
価
）
は
、

担
当
部
に
よ
る
『
１
次
評
価
』
、
市

職
員
で
構
成
す
る
行
政
評
価
会
議
に

よ
る
『
2
次
評
価
』
、
『
2
次
評
価

に
係
る
意
見
公
募
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
）
』
な
ど
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
今
後
の
事
業
改
善
や
予
算
措
置

な
ど
へ
の
最
終
的
方
向
性
を
示
す
も

の
で
、
内
容
は
2
月
16
日
㈪
か
ら
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
事
務
事
業
評
価
は
、
市
が
行
っ
た

事
務
事
業
の
有
効
性
や
必
要
性
を
客

　
市
は
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行

財
政
運
営
を
念
頭
に
、
将
来
の
組
織

を
支
え
る
人
員
を
計
画
的
に
確
保
す

る
た
め
、
新
た
に
『
登
別
市
定
員
適

正
化
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

基
本
的
な
考
え
方

　
地
方
分
権
や
新
た
な
行
政
課
題
へ

の
対
応
と
社
会
情
勢
を
十
分
に
把
握

し
な
が
ら
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

職
員
一
人
一
人
が
強
い
自
覚
と
責
任

を
持
ち
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
職
務

に
専
念
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に

わ
た
っ
て
一
定
水
準
以
上
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
市
民
に
提
供
で
き
る
よ

う
に
、
組
織
機
構
の
見
直
し
、
年
齢

別
職
員
数
の
平
準
化
、
外
部
委
託
の

推
進
、
職
員
の
能
力
向
上
、
多
様
な

雇
用
形
態
の
活
用
を
進
め
、
適
正
な

冬
道
で
の
転
倒
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

電
気
自
動
車
充
電
器
の

試
験
運
用
を
行
い
ま
す

平
成
26
年
度
事
務
事
業
評
価
に

係
る
3
次
評
価
を
公
表
し
ま
す

登
別
市
定
員
適
正
化
計
画

（
平
成
26
年
度
〜
平
成
29
年
度
）

を
策
定
し
ま
し
た

16 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』

くらしのガイド



問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎85 2 9 5 8 ）

※ 粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚
160円）』を貼って出してください。
（１回につき 5品まで）

月の粗大ごみ収集３
申し込み　㈲登和清掃（☎88 0 2 0 0 ）
※土・日曜日、祝日を除く 9時～17時。
※ 電話のかけ間違いに十分注意してください。

問 

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
85
2
9

5
8
）

な
ど
）
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

• 

ペ
ッ
ト
の
餌
代
に
い
く
ら
掛
か
る

か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

• 

ペ
ッ
ト
と
遊
ぶ
時
間
は
あ
り
ま
す

か
。

問 

い
合
わ
せ

　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
85
2
9

5
8
）

ト
イ
レ
の
清
掃
、
散
歩
、
ふ
ん
の

処
理
）
が
で
き
ま
す
か
。

• 

ペ
ッ
ト
が
病
気
の
と
き
や
け
が
を

し
た
と
き
、
動
物
病
院
に
連
れ
て

行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

• 

ペ
ッ
ト
が
隣
近
所
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
気
遣
っ
て
飼
え
ま
す
か
。

• 

家
族
に
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方
は

い
ま
せ
ん
か
。
家
族
は
み
ん
な
動

物
が
好
き
で
す
か
。

• 
住
ん
で
い
る
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン

シ
ョ
ン
で
動
物
飼
育
は
で
き
ま
す

か
。

• 

ペ
ッ
ト
に
関
す
る
決
ま
り
ご
と

（
法
律
や
条
例
、
基
準
、
マ
ナ
ー

　
生
活
障
害
行
為
と
は
、
人
の
日
常

生
活
や
生
活
環
境
に
障
害
を
与
え
た

り
、
支
障
を
及
ぼ
し
た
り
す
る
行
為

の
こ
と
で
、
市
公
害
防
止
条
例
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
行
為
は
、
生
活
障
害

行
為
に
当
た
り
ま
す
の
で
や
め
ま

し
ょ
う
。

• 
住
宅
が
密
集
し
て
い
る
地
域
で
の
、

有
害
ガ
ス
や
悪
臭
な
ど
が
発
生
し

得
る
物
の
燃
焼

• 

使
用
基
準
や
処
理
方
法
を
遵
守
し

な
い
、
動
植
物
の
防
除
に
用
い
る

薬
剤
の
使
用

• 

22
時
か
ら
6
時
に
お
け
る
、
必
要

以
上
の
音
を
発
生
さ
せ
る
行
為

• 

整
備
不
良
の
自
動
車
の
運
転

• 

過
度
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
に
よ
っ
て

騒
音
を
発
し
、
付
近
の
静
穏
を
害

す
る
行
為

　
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る

法
律
に
は
、
飼
い
主
は
ペ
ッ
ト
の
命

が
終
わ
る
ま
で
適
正
に
飼
養
す
る
こ

と
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に
、
最
後
ま
で

責
任
を
持
っ
て
管
理
で
き
る
か
考
え

ま
し
ょ
う
。

• 

飼
い
た
い
ペ
ッ
ト
の
本
能
や
習
性

を
よ
く
理
解
し
て
い
ま
す
か
。

• 

ペ
ッ
ト
が
死
ぬ
ま
で
か
わ
い
が
っ

て
飼
う
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

• 

ペ
ッ
ト
の
毎
日
の
世
話
（
給
餌
、

　
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第

9
期
）
、
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収

第
8
期
）
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
（
普
通
徴
収
第
8
期
）
の
納
期
限

は
3
月
2
日
㈪
で
す
。

　
納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問 

い
合
わ
せ

　
国
民
健
康
保
険
Ｇ

（
☎
85
1
7
7
1
）
、
高
齢
・
介

護
Ｇ
（
☎
85
5
7
2
0
）
、
年
金
・

長
寿
医
療
Ｇ
（
☎
85
2
1
3
7
）

　
新
築
や
改
築

を
し
た
方
、
表

示
板
を
紛
失
・

破
損
し
た
方
に
、

家
屋
な
ど
の
所

在
を
わ
か
り
や

す
く
す
る
家
屋

表
示
板
を
無
償

で
配
布
し
ま
す
。

申 
し
込
み
　
2
月
27
日
㈮
ま
で
に
都

市
計
画
・
公
園
Ｇ
（
☎
85
4
1
1

5
）

生
活
障
害
行
為
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

家
屋
表
示
板
を
配
布
し
ま
す

地　区 収集期間 申込期間

幌別町 3月 2日㈪～
3月 7日㈯　

2月16日㈪～
2月27日㈮　

中央町 3月 9日㈪～
3月14日㈯　

2月23日㈪～
3月 6日㈮　

千歳町 3月16日㈪～
3月21日㈯　

3月 2日㈪～
3月13日㈮　
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募
　
集

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
発
送
済
み

（
平
成
27
年
2
月
に
は
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
）

• 

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
、
初
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
方
：
平
成
27
年

2
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

発
送

平
成
26
年
に
国
民
年
金
保
険
料
を
2

年
分
前
納
し
た
方
が
所
得
控
除
を
受

け
る
方
法

① 

全
額
を
納
め
た
年
に
控
除

② 

各
年
分
の
保
険
料
に
相
当
す
る

額
を
各
年
に
控
除

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
年
金
事
務
所

 

（
☎
㉔
7
1
0
4
）

校
、
短
大
、
③
大
学
（
大
学
院
は

除
く
）
へ
入
学
す
る
方
で
、
育
英

会
の
定
め
る
成
績
、
世
帯
収
入
な

ど
の
基
準
を
満
た
す
方

奨 

学
金
月
額
　
①
１
万
円
、
②
１
万

5
千
円
、
③
2
万
円

申 

し
込
み
　
市
内
の
各
学
校
へ
配
布

ま
た
は
教
育
委
員
会
総
務
Ｇ
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
3
月
31
日
㈫
ま
で
に
公

益
財
団
法
人
登
別
育
英
会
（
教
育

委
員
会
総
務
Ｇ
内
・
☎
88
1
1
0

0
）

対 

象
　
①
高
校
、
②
高
専
、
専
修
学

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た

全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
確
定
申
告
な
ど
で
社
会
保
険
料
控

除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
日

本
年
金
機
構
が
発
行
す
る
『
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
』
ま
た
は
『
領
収
書
』
の
添
付

が
必
要
で
す
。

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
の
送
付
時
期

• 

平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
9
月
30

日
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
方
：
平
成
26
年
11
月
上
旬

日
時
・
場
所

• 

2
月
10
日
㈫
9
時
30
分
〜
12
時
・

市
役
所

• 

2
月
10
日
㈫
13
時
30
分
〜
15
時
・

恵
愛
病
院

• 

2
月
17
日
㈫
11
時
〜
13
時
・
ア
ー

ニ
ス

• 

2
月
17
日
㈫
14
時
30
分
〜
16
時
30

分
・
三
愛
病
院

問 

い
合
わ
せ

　
健
康
推
進
Ｇ
（
し
ん

た
21
内
・
☎
85
0
1
0
0
）

登
別
育
英
会

平
成
27
年
度
奨
学
生
募
集

国
民
年
金
保
険
料

控
除
証
明
書
に
つ
い
て

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▶ 開放校　鷲別・若草・富岸・青葉・幌別西・幌別・幌
別東・登別各小学校、登別中学校、カント・レラ

　※ 平成26年度より、施設の開錠・施錠や電灯の操作な
どを各利用団体が行う『自主管理』を実施していま
す。

▶ 開放期間　 4月 6日㈪～平成28年 2 月29日㈪18時～21
時

　※ 登別中学校、富岸小学校は18時30分～21時。
　※ 土・日曜日、祝日、年末年始、学校行事などで使用
する日を除きます。

　※ カント・レラは、11月30日㈪まで。
▶利用料　１回500円（青少年団体は250円）
▶利用条件
　• 市内に居住または勤務する10人以上の団体
　• １団体につき１校の開放
　• 責任者を明確にし、スポーツ安全保険などに加入
　• 興行や営利を目的としない
　• 学校備品以外は利用者が準備
▶ 申し込み方法　社会教育グループ、各支所、総合体育
館に備え付けまたは市ホームページに掲載の申込用紙
に必要事項を記入し、 2月25日㈬までに持参、Ｅメー
ル、ファクスで社会教育グループ（〒059－0014　富
士町 7 丁目33－ 1 、Ｅメール：syakyou@city.nobo
ribetsu.lg.jp、思85 9 7 4 4 ）

※ 3 月 4 日㈬18時30分に市民会館で代表者調整会議を開
催しますので、代表者は必ず出席してください。

▶問い合わせ　社会教育グループ（☎88 1 1 2 9 ）

市内の小・中学校などの
体育館を開放します
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申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』
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内 

容
　
趣
味
を
生
か
し
て
起
業
し
た

経
験
に
関
す
る
講
演
、
キ
ャ
ン
ド

ル
づ
く
り
体
験
講
座

定
員

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

※ 

託
児
が
必
要
な
方
は
、
申
し
込
み

時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み

　
2
月
12
日
㈭
ま
で
に
商

工
労
政
Ｇ
（
☎
85
2
1
7
1
）

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申 

し
込
み

　
2
月
13
日
㈮
ま
で
に
企

画
調
整
Ｇ
（
☎
85
1
1
2
2
）

対 

象
　
市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上

で
、
男
女
共
同
参
画
に
関
心
の
あ

る
方

任 

期
　
平
成
27
年
4
月
〜
平
成
29
年

3
月
（
2
年
間
）

活 

動
内
容

　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
の
た
め
の
提
案
や
事
業
計
画

の
策
定
な
ど
。
年
10
回
程
度
会
議

を
開
催

※
報
酬
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

募
集
人
数

　
5
人

選
考
方
法

　
書
類
選
考

申 

し
込
み

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ
、
各

支
所
に
備
え
付
け
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
2
月
20
日
㈮

ま
で
に
持
参
ま
た
は
郵
送
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

（
〒
059

－

8
7
0
1

　
中
央
町
6

丁
目
11
・
Ｅ
メ
ー
ル
：sim

in_
d
an
jyo@

city.n
ob
orib

et
su.lg.jp

・
☎
85
2
1
3
9
）

日
時
　
2
月
16
日
㈪
10
時
〜
12
時

場
所

　
婦
人
セ
ン
タ
ー

　
登
別
と
き
め
き
大
学
は
、
誰
で
も

参
加
で
き
る
市
民
大
学
で
す
。

日 

時
　
2
月
25
日
㈬
13
時
30
分
〜
15

時
場
所

　
市
民
会
館

内 

容
　
佐さ

藤と
う

徹て
つ

郎ろ
う

さ
ん
に
よ
る
講
演

『
老
い
こ
そ
人
生
の
悦
び
〜
医
学

か
ら
み
た
老
い
の
意
味
〜
』

※ 

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
社
会
教
育
Ｇ

 

（
☎
88
1
1
2
9
）

日 

時
　
2
月
19
日
㈭
13
時
30
分
〜
16

時
30
分

場
所

　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内 

容
　
自
己
の
能
力
や
知
識
、
経
験

な
ど
の
振
り
返
り
、
職
務
経
歴
書
・

履
歴
書
の
書
き
方
、
自
己
理
解

ツ
ー
ル
の
実
施

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申 

し
込
み
　
2
月
16
日
㈪
ま
で
に
登

別
職
業
訓
練
協
会
（
☎
85
1
4
5

0
）

　
内
閣
府
は
、
平
成
27
年
度
に
実
施

す
る
青
年
国
際
交
流
事
業
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
募
集
事
業
な
ど
に
つ
い
て
は
、
内

閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問 

い
合
わ
せ
　
内
閣
府
青
年
国
際
交

流
担
当
（
☎
03

－

6
2
5
7

－

1

4
3
4
）
、
北
海
道
国
際
課
（
☎

011

－

204

－

5
1
1
4
）

　
登
別
市
外
国
語
指
導
助
手
の
ア
ン

ド
リ
ュ
ー
・
ス
ピ
ー
ガ
ー
さ
ん
が
、

出
身
地
の
ア
メ
リ
カ
・
ペ
ン
シ
ル
バ

ニ
ア
州
の
紹
介
や
登
別
で
の
暮
ら
し

に
つ
い
て
の
お
話
を
し
ま
す
。

日
時
　
2
月
17
日
㈫
18
時

場
所

　
市
民
会
館
視
聴
覚
室

登
別
市
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
推
進
会
議
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

実
践
講
座

登
別
と
き
め
き
大
学

体
験
入
学
講
演
会

第
5
回
就
職
セ
ミ
ナ
ー

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
事
業

国
際
理
解
講
座

応援グッズを設置しています
　『北海道日本ハムファイターズ2015年登別市応援
大使』として 1年間活動する、中

なか

島
しま

卓
たく

也
や

選手と岡
おか

大
ひろ

海
み

選手の等身大パネ
ルと直筆サイン入り
ユニフォームを市民
会館に設置しました。

応援大使のＰＲカードを設置しています
　市民会館に応援大使のサイン（プリント）入りＰ
Ｒカード（第１弾）を設置していますので、ご自由
にお持ちください（なくなり次第終了）。

特設ホームページを開設しています
　市ホームページに『北海道日本ハムファイターズ
北海道179市町村応援大使』の特設ページを開設し、
応援大使の写真やプロフィールなどを掲載していま
す。
　今後は、応援大使の活動内容を、随時紹介してい
きます。

応援メッセージを募集しています
　中島選手と岡選手への応援メッセージを募集して
います。メッセージは 3月15日㈰までに、市民会館
に備え付けの用紙に記入し、応募箱に入れてくださ
い。

問い合わせ　企画調整グループ（☎85１１２２）
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※ 

大
卒
程
度
試
験
と
院
卒
者
試
験
は
、

併
願
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申 

込
期
間

　
3
月
１
日
㈰
〜
5
月
１

日
㈮

問 

い
合
わ
せ

　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協

力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所
（
☎
44

9
5
3
3
）

◎
自
衛
官
候
補
生

月
日

　
2
月
21
日
㈯

対
象

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
性

申
込
期
限

　
2
月
20
日
㈮
12
時

◎
予
備
自
衛
官
補

• 

一
般

月 

日
　
4
月
10
日
㈮
〜
14
日
㈫
の
指

定
す
る
１
日

対
象

　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

申
込
期
限

　
3
月
24
日
㈫

• 

技
能

月 

日
　
4
月
10
日
㈮
〜
14
日
㈫
の
指

定
す
る
１
日

対 

象
　
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格

な
ど
を
有
す
る
方

申
込
期
限
　
3
月
24
日
㈫

◎
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

月 

日
　
１
次
試
験
：
5
月
16
日
㈯
、

2
次
試
験
：
6
月
16
日
㈫
〜
19
日

㈮
の
指
定
す
る
１
日

対
象

• 

大
卒
程
度
試
験
：
平
成
28
年
4
月

１
日
現
在
、
22
歳
以
上
26
歳
未
満

の
方
（
平
成
27
年
3
月
卒
業
見
込

み
の
方
を
含
む
）

• 

院
卒
者
試
験
：
平
成
28
年
4
月
１

日
現
在
、
修
士
課
程
修
了
者
な
ど

で
、
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
方

　
皆
さ
ん
が
市
長
と
自
由
に
話
し
合

え
る
機
会
を
広
げ
る
た
め
、
『
市
長

室
フ
リ
ー
タ
イ
ム
』
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、
市

長
と
直
接
会
っ
て
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日 

時
　
2
月
16
日
㈪
9
時
30
分
〜
17

時
※
１
人
（
組
）
30
分
程
度
。

場 

所
　
市
長
応
接
室
、
鷲
別
公
民
館
、

婦
人
セ
ン
タ
ー
、
登
別
温
泉
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー

対 

象
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
方

※ 

苦
情
や
要
望
、
提
案
、
個
人
的
な

問
題
な
ど
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

申
し
込
み
の
と
き
に
内
容
（
概
要
）

を
伺
い
ま
す
。

※ 

当
日
は
、
報
道
関
係
者
が
取
材
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申 

し
込
み
　
2
月
9
日
㈪
ま
で
に
企

画
調
整
Ｇ
（
☎
85
6
5
8
6
）

自
衛
官
候
補
生
・
予
備
自
衛
官
補
・

幹
部
候
補
生
採
用
試
験

市
長
室
フ
リ
ー
タ
イ
ム

立
図
書
館
長
）

テ 

ー
マ
　
『
マ
チ
づ
く
り
は
人
づ
く

り
か
ら
』

※ 

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問 
い
合
わ
せ
　
登
別
市
連
合
町
内
会

事
務
局
（
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ
内
・

☎
85
2
1
3
9
）

日 

時
　
2
月
13
日
㈮
17
時
〜
18
時
30

分
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

講 

師
　
山や

ま

下し
た

敏と
し

明あ
き

さ
ん
（
元
室
蘭
市

登
別
市
連
合
町
内
会

創
立
30
周
年
記
念

記
念
講
演
会 立候補予定者説明会

選　挙　名 北海道議会議員選挙
（登別市選挙区） 登別市議会議員選挙

日　　　時 2 月27日㈮10時 2 月27日㈮13時30分
場　　　所 市民会館

出席者範囲 立候補予定者またはその代理の方、事務責任者、
出納責任者となる予定の方など 3人以内

選挙の日程
選　挙　名 北海道議会議員選挙 登別市議会議員選挙
告　示　日 4 月 3 日㈮ 4月19日㈰

立 候 補 届
受 け 付 け
日時・場所

4 月 3 日㈮
• 市役所第 2 委員会
室： 8時30分～10時
• 選挙管理委員会事務
局：10時～17時

4 月19日㈰
• 市民会館： 8時30分
～10時
• 選挙管理委員会事務
局：10時～17時

選 挙 期 日 4 月12日㈰ 4月26日㈰

　 4月に行われる北海
道議会議員選挙（登別
市選挙区）と登別市議
会議員選挙に立候補を
予定している方を対象
に、立候補届出説明会
を開催します。
　説明会では立候補の
届け出に必要な書類を
交付しますので、立候
補を予定している方は
必ず出席してください。

問 い合わせ　選挙管理
委員会事務局（☎85
9 1 4 3 ）

第18回統一地方選挙　立候補予定者説明会
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時
場
所

　
市
民
会
館

対 

象
　
市
内
の
飲
食
店
で
調
理
に
従

事
す
る
方

内 

容
　
エ
ゾ
シ
カ
肉
の
特
性
な
ど
の

講
習
会
、
肉
の
さ
ば
き
方
な
ど
の

実
演
、
試
食
会

定
員

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

※ 

講
習
会
終
了
後
に
エ
ゾ
シ
カ
肉
を

提
供
し
ま
す
。

申 

し
込
み

　
2
月
19
日
㈭
ま
で
に
農

林
水
産
Ｇ
（
☎
85
2
3
2
1
）

場
所
　
市
民
プ
ー
ル

内 

容
　
大
規
模
災
害
時
の
救
命
活
動

に
必
要
な
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
・
止
血
法
・
外
傷
の
手
当
て
・

搬
送
法
な
ど
の
対
処
法

定
員

　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

申 

し
込
み

　
2
月
10
日
㈫
ま
で
に
消

防
署
警
備
Ｇ
（
☎
85
2
5
5
1
）

• 

書
面
申
請
・
2
月
16
日
㈪
〜
23
日

㈪
• 

電
子
申
請
・
2
月
13
日
㈮
〜
20
日

㈮
※ 

願
書
は
消
防
本
部
・
消
防
署
・
各

消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

 

（
☎
85
9
6
1
1
）

参 

加
料
　
500
円
（
託
児
利
用
の
場
合

１
人
に
つ
き
100
円
・
定
員
8
人
）

申 

し
込
み

　
2
月
27
日
㈮
ま
で
（
託

児
希
望
の
場
合
は
2
月
20
日
㈮
ま

で
）
に
同
実
行
委
員
会
事
務
局
・

高
橋
さ
ん
（
☎
㉗
1
1
8
1
）

日 

時
　
3
月
7
日
㈯
13
時
30
分
〜
15

時
30
分

場 

所
　
胆
振
地
方
男
女
平
等
参
画
セ

ン
タ
ー

内 

容
　
講
演
『
や
め
な
い
！
負
け
な

い
！
あ
き
ら
め
な
い
！
〜
主
体
的

に
生
き
る
た
め

　
つ
な
が
ろ
う
女

た
ち
〜
』

定
員

　
80
人
（
申
し
込
み
順
）

月
日

　
3
月
22
日
㈰

場
所

　
札
幌
市

内
容

　
乙
種
（
第
4
類
）
・
丙
種

申
込
期
間

日 

時
　
2
月
15
日
㈰
9
時
30
分
〜
18

時

　
地
球
温
暖
化
問
題
を
身
近
な
問
題

と
し
て
考
え
る
た
め
、
ク
イ
ズ
を
交

え
、
国
内
外
の
温
暖
化
対
策
や
最
新

の
取
り
組
み
状
況
、
温
暖
化
対
策
の

実
例
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時

　
2
月
16
日
㈪
18
時

場
所

　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

内 

容
　
『
地
球
温
暖
化
対
策
と
私
た

ち
の
取
組
』

※ 

入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券
が

必
要
で
す
。
整
理
券
は
市
役
所
、

各
支
所
、
市
民
会
館
、
ク
リ
ン
ク

ル
セ
ン
タ
ー
で
先
着
100
人
に
配
布

し
て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
85
2
9

5
8
）

日 

時
　
2
月
26
日
㈭
14
時
30
分
〜
16

国
際
女
性
デ
ー
2
0
1
5

in
む

イ
ン

ろ
ら
ん
講
演
会

危
険
物
取
扱
者
試
験

上
級
救
命
講
習
会

環
境
講
演
会

エ
ゾ
シ
カ
肉
料
理
講
習
会

周波数84.2メガヘルツ
室蘭まちづくり放送㈱
（☎84１６６２）

問い合わせ　　企画調整グループ（☎85６５８６）

▶市からのお知らせ特大号
　『防災』
　 2月26日㈭　17時30分
▶市からのお知らせ
月・木曜日（各日 2回）
7時57分、17時51分

　　　　　　　　で
市からのお知らせを
放送しています

◎教育資金　年1.94㌫（固定金利・保証料率別途）
融資限度額　300万円
　高校・大学への入学金や授業料、教材費、下宿代など
に利用できます。
※ 保証料率は北海道労働金庫会員の方は0.6㌫、一般勤
労者の方は1.2㌫。

◎生活資金　年2.28㌫（固定金利・保証料率別途）
融資限度額　100万円
　引越し費用・介護費用などの大きな出費や、生活の安
定に必要な費用に幅広く利用できます。
※ 保証料率は北海道労働金庫会員の方は0.6㌫、一般勤
労者の方は1.2㌫。

●融資の対象となる方
　• 市内に居住し、同一事業所に１年以上勤務している方
（自営業者を除く）

　• 安定した収入があり、前年の収入が150万円以上の方
　• 最終返済年齢が75歳以下となる方
●返済期間　10年以内
　※ 教育資金は在学期間中（最長で 4年間）に限り、返済
を据え置くことができます。

●返済方法　元利均等返済方式（ボーナス返済併用可）
●用意するもの
　身分を証明するもの（運転免許証など）、健康保険証、
前年の源泉徴収票（機械処理されているもの）、印鑑、
納税証明書、資金使途確認書類（合格通知書、在学証明
書、学費納付書など：教育資金のみ）
● 申込金融機関　北海道労働金庫室蘭支店（☎㉒ 1 9 7
5 ）、室蘭東支店（☎45 3 6 1 1 ）

※審査の結果、ご希望に添えないことがあります。
●問い合わせ　商工労政グループ（☎85 2 1 7 1 ）

新生活の準備はお済みですか
～登別市勤労者特別融資制度～
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し尿収集日のお知らせ 期間： 4月～ 9月

町  名 丁番 4月 5月 6月 7月 8月 9月

登別本町

1丁目 25･27 11･12 29･30 12･14

2 丁目
1～24番地 28･30 18･19 31 15
25番地～ 1 ･ 2 20･22 1 ･ 3 16

3 丁目 7 ･ 8 ･ 9 23･24 4 ･ 5 17･18･19

登別東町

1丁目 11 25 6 24
2 丁目 12 26 7 25
3 丁目 13･14 27･29 8 ･10 26

4 丁目
1～29番地 1 ･ 2 ･ 3 21･22 6 ･ 7 20･21
30番地～　 19･20 3 ･ 4 17･18･19

5 丁目
1～30番地 7 ･ 8 25･26 9 ･10 25･26
31番地～　 4 ･ 6 23 8 22･24

富 浦 町 全  域 14･15･16
17･18

1 ･ 2 ･ 3
4 ･ 5

16･17･18
21･22

1 ･ 2 ･ 3
4 ･ 5

千 歳 町 4～ 6丁目 9 ･10 27･28 11･13 27･28
幌 別 町 全  域 20･21･22 6 ･ 8 23･24･25 7 ･ 8 ･ 9
中 央 町 全  域 15･16･18 30 1 ･ 2 11･12･13 28･29･30
柏 木 町 全  域 23･24 9 ･10 27･28 10･11
片 倉 町 全  域 11･13 29･30 14･15 29･31
大 和 町 全  域 11･13･14 29･30 1 15･16･17 29･31 1
若 山 町 全  域 15 2 18 2 ･ 3
富 岸 町 1～ 3丁目 24･25･27 10･11･12 28･29 12･14

新 生 町
1～ 3丁目 13･14 27･29･30 8 ･10 29･30
4 ～ 6 丁目 15･16 1 ･ 2 11･12･13

栄　 町 全  域 1 ･ 2 18･19 3 ･ 4 17･18･19

鷲 別 町
1～ 3丁目 3 ･ 4 ･ 6 ･7 20･21･22･23 6 ･ 7 ･ 8 ･ 9 20･21･22･24
4 ～ 6 丁目 8 ･ 9 ･10･11 25･26･27･28 10･11･13･14 25･26･27･28

若 草 町
1～ 4丁目 16･17･18 3 ･ 4 ･ 5 21･22･23 4 ･ 5 ･ 7
5 ・ 6 丁目 20･21･22 6 ･ 8 24･25 8 ･ 9 ･10

美 園 町
1～ 4丁目 28･30 1 ･ 2 18･19･20･22 30･31 1 ･ 3 15･16･17･18

5 ・ 6 丁目 7 ･ 8 ･ 9
11･12 23･24･25･26 4 ･ 5 ･ 6 ･ 7 24･25･26

28･29･30
上鷲別町 全  域 23 9 27 11

◆
臨
時
収
集
地
域

カ
ル
ル
ス
町
、
上
登
別
町
、
登
別
温
泉
町
、
中
登
別
町
、

札
内
町
、
来
馬
町
、
鉱
山
町
、
川
上
町
、
新
栄
町
、
幸

町
、
登
別
港
町
、
桜
木
町
、
青
葉
町
、
緑
町
、
千
歳
町

（
１
〜
3
丁
目
と
一
部
地
域
）
、
新
川
町
、
富
岸
町
の

一
部
、
常
盤
町
、
富
士
町

▼ 

収
集
を
希
望
す
る
方
は
、
5
日
程
度
の
余
裕
を
み
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い

※ 

6
月
13
日
〜
17
日
は
、
し
尿
投
入
施
設
点
検
整
備
の
た

め
、
臨
時
し
尿
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
収
集
の
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い

▼ 

収
集
に
立
ち
会
っ
て
、
収
集
量
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

▼ 

ク
リ
ー
ン
チ
ケ
ッ
ト
で
支
払
う
方
は
、
事
前
に
チ
ケ
ッ

ト
を
ご
用
意
く
だ
さ
い

▼ 

収
集
日
は
、
天
候
な
ど
に
よ
り
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す

▼ 

臨
時
収
集
や
緊
急
で
収
集
を
希
望
す
る
方
は
早
め
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い

▼ 

転
居
・
転
出
す
る
方
は
、
必
ず
最
終
く
み
取
り
を
し
て

く
だ
さ
い

◆
臨
時
収
集
・
最
終
く
み
取
り
の
申
し
込
み

　
収
集
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
㈱
東
洋
興
業
（
☎
85
2
9
3
5
）

　
9
時
〜
16
時 

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
8
月
14
日
・
15
日
を
除
く
。

◆
料
金
な
ど
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
環
境
対
策
グ
ル
ー
プ 

　
（
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
85
2
9
5
8
）
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困った!
ときには まず相談

相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ
※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談 3 月14日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：増

ます

川
かわ

　拓
たく

さん
定員： 6人（申し込み順）

3月 6日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

2 月28日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

2月27日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎86 3 3 6 0 ）

市民相談 随時 市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

消費生活相談
随時
※ 登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センタ
ーまたは登別消
費者協会（労働
福祉センター内）

消費生活
消費生活センター
（☎85 3 4 9 1 ）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7 ）

人権相談所 月～金曜日
8時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1 ）

障がいのある方の
就労相談窓口

2 月19日㈭
14時～17時

障害福祉グル
ープ 障がいのある方の就労や雇用

2月12日㈭までに
障害福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2 ）

夜間・土曜
納税相談窓口

2 月26日㈭・27日㈮
…17時30分～20時
2 月28日㈯… 9時～
17時

税務グループ 市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

税務Ｇ
（☎85 1 1 5 5 ）

キャリアサポート
のぼりべつ

水・金曜日
8時30分～17時 職業訓練セン

ター
（青葉町） 就職活動などで抱える不安や

悩みなど
登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0 ）

月～金曜日
17時以降（予約制）
土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談

月～金曜日
10時～16時（予約制）

登別労働会館
（千歳町 3丁目） 解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

2 月13日㈮・27日㈮
10時～16時（予約制）

鉄南ふれあい
センター

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

一日行政相談 2 月13日㈮
10時～12時

登別郵便局
（ＪＲ幌別駅西口前）

国や特殊法人、北海道、市の
業務の苦情や意見、要望

企画調整Ｇ
（☎85 6 5 8 6 ）

23 困った！ときにはまず相談



い
き
い
き

す
く
す
く

いい

すすすす
子
育
て
いい
いい健 

康

子
育
て

す
く
す
く

• 

2
月
14
日
㈯
・
中
央
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

• 

2
月
21
日
㈯
・
登
別
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

※ 

時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
か
ら
12
時

ま
で
。

対 

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
お
父
さ
ん

内 

容
　
絵
本
や
遊
具
を
使
っ
た
自
由

遊
び
な
ど

※ 

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ

　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
81
3
7
1
5
）
、
登

別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
80

2
7
7
2
）

※ 

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ

　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
81
3
7
1
5
）

※ 
体
調
の
良
い
と
き
に
受
け
ま
し
ょ

う
。

※ 
接
種
当
日
の
体
温
が
37
・
5
度
以

上
の
と
き
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
推
進
Ｇ

 

（
☎
85
0
1
0
0
）

　
3
・
4
歳
の
方
が
水
痘
の
予
防
接

種
を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
期
間
は
3

月
31
日
㈫
ま
で
で
す
。

　
4
月
以
降
は
接
種
料
金
が
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る

方
は
早
め
に
医
療
機
関
で
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

※ 

水
痘
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
、

過
去
に
任
意
で
水
痘
の
予
防
接
種

を
受
け
て
い
る
方
は
、
定
期
接
種

の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

接
種
回
数
　
１
回

日
時

　
2
月
6
日
㈮
10
時
〜
12
時

場
所

　
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

対 

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内 

容
　
た
き
火
で
暖
を
取
り
な
が
ら

の
氷
滑
り
や
そ
り
滑
り
、
雪
遊
び

な
ど

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持 

ち
物
　
防
寒
靴
、
防
寒
着
、
帽
子
、

手
袋
、
着
替
え

申 

し
込
み
　
2
月
5
日
㈭
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1

8
9
0

－

0
8
6
5
）

日
時
・
場
所

• 

2
月
4
日
㈬
・
鷲
別
公
民
館

• 

2
月
18
日
㈬
・
若
草
児
童
ク
ラ
ブ

• 

2
月
25
日
㈬
・
で
あ
え
ー
る
は
ま

な
す

※ 

時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
か
ら
12
時

ま
で
。

対 

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内 

容
　
地
域
の
子
ど
も
同
士
が
触
れ

合
う
場
、
保
護
者
の
交
流
の
場
と

し
て
、
遊
具
を
使
っ
た
自
由
遊
び
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
ふ
れ
あ
い

遊
び
な
ど

持 

ち
物
　
上
靴
（
子
ど
も
、
保
護
者

と
も
）

※ 

で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す
に
車
で
お

越
し
の
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
の

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
で
た
く
さ
ん
雪
遊
び

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

乳幼児健康相談 診査
問い合わせ　健康推進グループ（☎85０１００）

診査名・対　象 日　時 内　　容 持ち物 場所

4カ月児健康診査
（平成26年10月16日～ 　　
 平成26年11月15日生まれ）

3月25日㈬
時間は個別通知

診察、身体計測、栄養相談、
育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成26年 5 月生まれ）

3月13日㈮
時間は個別通知

身体計測、栄養相談、育児
相談、遊びの紹介

1 歳 6 カ月児健康診査
（平成25年 8 月生まれ）

3月11日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、身体計測、
栄養相談、歯科相談、育児
相談、フッ素塗布（希望者
800円） 母子健康手帳、

お子さんの歯
ブラシ

3 歳児健康診査
（平成24年 2 月生まれ）

3月 5日㈭
時間は個別通知

診察、歯科検診、尿検査、
身体計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

3月19日㈭
9時20分～10時

発育・発達・育児・栄養な
どの相談 母子健康手帳

24 すくすく子育て　いきいき健康

すくすく
子育て 健康いきいき

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



健

　
　康

い
き
い
き

日
㈮
10
時
〜
12
時

対 

象
　
65
歳
以
上
の
方
で
、
軽
い
運

動
の
で
き
る
方

内 

容
　
『
か
ろ
や
か
体
操
』
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
健
康
に
関
す
る

講
話
な
ど

定
員

　
各
30
人
（
申
し
込
み
順
）

持 

ち
物

　
動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ

ル
、
飲
み
物
、
上
履
き
（
若
草
つ

ど
い
セ
ン
タ
ー
の
み
）

申 

し
込
み

　
前
日
ま
で
に
高
齢
・
介

護
グ
ル
ー
プ
（
☎
85
5
7
2
0
）

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対
象

　
親
子

内 

容
　
雪
だ
る
ま
や
か
ま
く
ら
を
つ

く
り
ま
す

定
員

　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料

　
１
人
100
円

持 

ち
物

　
動
き
や
す
い
服
装
・
靴
、

コ
ッ
プ
、
は
し
、
ス
プ
ー
ン
、
飲

み
物
、
帽
子
、
防
寒
靴
、
防
寒
着
、

着
替
え

申 

し
込
み

　
2
月
20
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1

8
9
0

－

0
8
6
5
）

参
加
料
　
200
円

持 

ち
物

　
動
き
や
す
い
服
装
・
靴
、

コ
ッ
プ

申 

し
込
み

　
2
月
20
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1

8
9
0

－

0
8
6
5
）

日 

時
　
2
月
21
日
㈯
10
時
30
分
〜
12

時
場
所

　
亀
田
記
念
公
園

対
象

　
子
育
て
中
の
方

内 

容
　
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
使
っ
て
斜

面
を
登
り
、
子
ど
も
と
一
緒
に
遊

ぶ
と
き
の
遊
び
の
ヒ
ン
ト
に
つ
い

て
学
ぶ

定
員

　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

日
時
　
2
月
25
日
㈬
10
時
〜
12
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対 
象
　
子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支

援
を
し
て
い
る
指
導
者
の
方

内 

容
　
企
業
や
地
域
で
必
要
と
さ
れ

る
人
材
像
を
知
り
、
こ
れ
か
ら
の

働
き
に
つ
い
て
考
え
る

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

※ 

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み
　
2
月
24
日
㈫
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1

8
9
0

－

0
8
6
5
）

場
所
・
日
時

◆
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

2
月
3
日
㈫
・
17
日
㈫
、
3
月
3

日
㈫
・
17
日
㈫
13
時
30
分
〜
15
時

30
分

◆
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
月
10
日
㈫
・
24
日
㈫
、
3
月
10

日
㈫
・
24
日
㈫
10
時
〜
12
時

◆
鷲
別
公
民
館

2
月
13
日
㈮
・
27
日
㈮
、
3
月
13

日
時

　
2
月
27
日
㈮
10
時
〜
12
時

場
所

　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対 

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内 

容
　
紙
皿
を
使
っ
て
ひ
な
人
形
を

制
作

※ 

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ

　
登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
80
2
7
7
2
）

日 
時

　
2
月
21
日
㈯
10
時
30
分
〜
12

時

日 

時
　
2
月
4
日
㈬
10
時
30
分
〜
11

時
場
所
　
Ｊジ

ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院

内 

容
　
『
気
に
な
る
！
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
と
食
生
活
』

※ 

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
病
院

 

（
☎
80
3
2
3
5
）

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

働
く
を
考
え
ま
す

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

か
ろ
や
か
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

お
楽
し
み
デ
ー

『
ひ
な
祭
り
製
作
』

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

健
康
教
室

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎43３５２２）

日時 診療所・住所・電話

2 月 1 日㈰
9時～11時

白鳥台歯科 （☎59５５６７）
室蘭市白鳥台 5丁目 3－43

嶋津歯科医院 （☎81３３６６）
登別市富士町 2丁目11－10

2 月 8 日㈰
9時～11時

すずき歯科医院 （☎46３４３４）
室蘭市高砂町 5丁目12－15

藤原眼科・歯科 （☎０１４２㉓５８０５）
伊達市梅本町 5－ 1

2 月11日㈬
9時～11時

高橋歯科クリニック （☎59２２００）
室蘭市白鳥台 4丁目20－ 5

2 月15日㈰
9時～11時

ありじ歯科クリニック （☎84５０４１）
室蘭市宮の森町 4丁目22－39

2 月22日㈰
9時～11時

高砂歯科医院 （☎45８６２２）
室蘭市高砂町 5丁目31－12

2 月の歯科救急医療

25 すくすく子育て　いきいき健康

すくすく
子育て 健康いきいき



２
月
号

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ

　
市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

品
な
ど
の
展
示

※ 

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

場
所

　
市
立
図
書
館

対 

象
　
幼
児
〜
（
幼
児
は
保
護
者
同

伴
）

問
い
合
わ
せ

　
市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

日
時
　
2
月
28
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対 

象
　
幼
児
〜
（
幼
児
は
保
護
者
同

伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

日 
時
　
2
月
18
日
㈬
・
3
月
4
日
㈬

10
時
30
分

日
時
・
場
所

　

• 

講
演
会

　
2
月
21
日
㈯
13
時
〜
15

時
・
市
民
会
館
大
会
議
室

• 

作
品
展
　
2
月
15
日
㈰
〜
28
日
㈯
・

市
立
図
書
館

内 

容
　
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ

タ
ー
・
石い

し

村む
ら

博ひ
ろ

子こ

さ
ん
に
よ
る
講

演
会
と
作
品
展

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

日
時

　
2
月
7
日
㈯
13
時
30
分
〜

日
時

　
2
月
12
日
㈭
〜
14
日
㈯

場
所

　
市
立
図
書
館

内 

容
　
室
蘭
登
別
た
た
ら
の
会
に
よ

る
パ
ネ
ル
写
真
や
た
た
ら
製
鉄
製

日
時

　
2
月
14
日
㈯
13
時
〜
15
時

場
所

　
市
立
図
書
館

内 

容
　
砂
鉄
と
木
炭
か
ら
和
鉄
を
造

る
日
本
古
来
の
製
鉄
法
『
た
た
ら

吹
き
製
鉄
』
の
歴
史
と
素
晴
ら
し

さ
と
神
秘
性
の
学
習
や
、
『
千
年

の
秘
技
・
た
た
ら
製
鉄
復
活
の
炎
』

の
鑑
賞

※ 

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

日
時

　
2
月
14
日
㈯
13
時
30
分

場
所

　
市
立
図
書
館

対 

象
　
幼
児
〜
小
学
生
（
幼
児
は
保

護
者
同
伴
）

内
容

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

問
い
合
わ
せ

　
市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

日
時

　
2
月
28
日
㈯
15
時

場
所

　
市
立
図
書
館

内 

容
　
職
員
に
よ
る
館
内
の
案
内
や
、

利
用
者
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た

上
手
な
検
索
の
仕
方
な
ど
の
紹
介

※ 

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

　
毎
月
最
終
金
曜
日
は
、
図
書
整
理

の
た
め
、
市
立
図
書
館
を
休
館
し
ま

す
（
今
月
は
27
日
㈮
）
。

問
い
合
わ
せ

　
市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

〜
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
〜

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
読
み
語
り

〜
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
〜

平
成
26
年
度
文
化
講
演
会

『
〝
そ
の
人
〞
の
物
語
を
聴
く
と
い
う

こ
と

－

背
後
に
つ
ら
な
る
人
間
と
歴
史

を
巡
る

－

』

え
ほ
ん
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

〜
お
じ
さ
ん
ズ
〜

た
た
ら
製
鉄
の
世
界
『
平
成
26
年

室
蘭
登
別
た
た
ら
の
会
の
あ
ゆ
み
』

室
蘭
登
別
た
た
ら
の
会

 

『
た
た
ら
製
鉄
講
座
』

え
ほ
ん
の
へ
や
の
お
は
な
し
会

図
書
館
ツ
ア
ー
と
利
用
者
ガ
イ
ダ
ン
ス

市
立
図
書
館
休
館
情
報

元北海道日本ハムファイターズ

荒
あら

井
い

昭
しょう

吾
ご

さん講演会
▶日時　 2月11日㈬18時
　　　　（開場17時30分～）
▶場所　市民会館中ホール
▶テーマ　
～日本ハムファイターズから北海道
日本ハムファイターズへ『東京時代
からの変化』～
▶講師紹介
　高校時代からアベレージヒッター
として活躍し、日本ハムファイター
ズにドラフト外で入団。1991年から
9年間、日本ハムファイターズでプ
レー。
　2004年、ファイターズが本拠地を
北海道に移転したことを機に、北海
道日本ハムファイターズに入社し、
球団職員となる。
　現在は、ベースボールアカデミー
グループ長として球団理念である
『スポーツコミュニティ』実現のた
め活動している。
※ 当日、直接会場にお越しください。
問 い合わせ　文化・スポーツ振興
2014実行委員会事務局（文化・ス
ポーツ振興財団内・☎88 1 1 1 6 ）

26 わくわくおでかけナビゲーション

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



問 

い
合
わ
せ
　
登
別
縄
文
ど
き
ど
き

ク
ラ
ブ
・
大
谷
さ
ん
（
☎
86
3
3

6
0
）

内 

容
　
料
理
の
基
本
を
学
び
な
が
ら
、

夕
食
の
お
か
ず
１
品
と
酒
の
さ
か

な
作
り

定
員

　
6
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料

　
１
千
500
円

申 

し
込
み

　
2
月
19
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
7
1
3
3
）

内 

容
　
雪
山
そ
り
す
べ
り
、
雪
中
宝

探
し
、
昼
食
会

参 

加
料

　
500
円
（
お
に
ぎ
り
2
個
と

豚
汁
付
き
）

持 

ち
物

　
ス
ノ
ー
ウ
エ
ア
、
手
袋
、

帽
子
、
長
靴
、
タ
オ
ル

申 

し
込
み

　
2
月
14
日
㈯
ま
で
に
い

ぶ
り
花
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
☎
85
1
1
4
5
）

場
所
　
郷
土
資
料
館

対
象

　
小
学
生
以
上

内 

容
　
日
本
伝
統
の
和
菓
子
『
ら
く

が
ん
』
作
り

定
員

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料

　
200
円

持 

ち
物

　
上
靴
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
拭
き
、
菓
子
持
ち
帰
り
用

の
容
器
、
ク
ッ
キ
ー
や
プ
リ
ン
の

型
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

申 

し
込
み

　
2
月
4
日
㈬
か
ら
20
日

㈮
ま
で
に
郷
土
資
料
館
（
☎
88
1

3
3
9
）

登別バドミントンスポーツ少年団員募集

▶活動日　毎週土曜日　13時30分～17時
▶場所　総合体育館、富岸青少年会館
▶対象　小学 3～ 5年生
▶定員・会費　若干名・1,000円（月額）
※このほか、入団費や親の会会費などが掛かります。
▶ 申し込み　 2月28日㈯までの16時から18時までに梶原さ
ん（☎85 3 2 3 5 ）

日 

時
　
2
月
7
日
㈯
13
時
30
分
〜
15

時
場
所

　
市
民
会
館
大
会
議
室

内 

容
　
縄
文
時
代
の
貝
塚
の
意
味
に

つ
い
て

講 

師
　
菅か

ん

野の

修の
ぶ

広ひ
ろ

（
市
学
芸
員
）

※ 

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時
　
2
月
21
日
㈯
10
時
〜
13
時

場 

所
　
い
ぶ
り
花
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
富
岸
町
１
丁
目
）

日 

時
　
2
月
21
日
㈯
10
時
〜
16
時

（
受
け
付
け
9
時
30
分
）

場 

所
　
胆
振
地
方
男
女
平
等
参
画
セ

ン
タ
ー
2
階
大
研
修
室

内 

容
　
障
が
い
を
持
つ
方
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
際
の
ｉ
Ｐパ

ａッ

ｄド

な
ど
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

活
用
方
法
の
学
習

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

持 
ち
物
　
昼
食
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

（
お
持
ち
の
方
の
み
）

申 

し
込
み
　
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
プ
ラ
ザ
室
蘭
・
登
別
・
榎
本
さ

ん
（
☎
85
1
4
7
6
）

日
時
　
2
月
21
日
㈯
15
時
〜
17
時

場
所
　
と
も
か
な

対
象

　
男
性

日 

時
　
2
月
19
日
㈭
13
時
30
分
〜
15

時
場
所
　
し
ん
た
21

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
上
靴

申 

し
込
み
　
2
月
13
日
㈮
ま
で
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
88
2

0
8
0
）

日
時

　
2
月
14
日
㈯
14
時
〜
16
時

場
所

　
と
も
か
な

内 

容
　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
レ

コ
ー
ド
で
映
画
音
楽
や
ジ
ャ
ズ
の

鑑
賞

定
員

　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参 

加
料

　
500
円
（
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
付

き
）

申 

し
込
み

　
2
月
12
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
7
1
3
3
）

日
時

　
2
月
28
日
㈯
10
時
〜
12
時

冬
の
縄
文
講
演
会

〜 

『
縄
文
貝
塚
は
ゴ
ミ
捨
て
場
Ｖ
Ｓ

特
別
な
場
所
　
ど
っ
ち
？
』
〜

い
ぶ
り
花
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

『
第
5
回
す
べ
っ
て
フ
ァ
イ
ト
!!
』

意
思
伝
達
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

育
成
研
修
会

男
の
料
理
教
室

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習

レ
コ
ー
ド
を
楽
し
む
会

『
ら
く
が
ん
』
和
菓
子
作
り
体
験

4 月19日㈰　市民会館大ホール
１回目　12時（11時30分開場）
2回目　15時（14時30分開場）

▶出演者　タカアンドトシ、ロバート、
　　　　　トレンディエンジェル、ブ
　　　　　ロードキャストなど
▶入場券　前売り3,200円・当日
　3,700円（全席指定）
※ 4歳以下は膝上無料。
※前売り券完売時は、当日券は
　ありません。
▶入場券販売日時・場所
2 月14日㈯から、チケットよしもと、チケットぴあ、
ローソンチケット、市民会館、鷲別公民館、市役所内母
子会売店、川西燃料店、アーニス、ぎんやレコード、エ
ルム楽器室蘭店で販売

▶問い合わせ　文化・スポーツ振興財団（☎88 1 1 1 6 ）

ル
タカトシ寄席 i

イ

n
ン

 登別
ほっこりお笑いライブ週末よしも

と
第５弾

▲タカアンドトシ

▲ロバート
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市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ

日時　 2月27日㈮10時～12時
場所　市民活動センター
内容　いろいろな葉を使った絵の描画
定員　10人（申し込み順）
参 加料　１千円（材　
料代）

持 ち物　はさみ、お
しぼり

申 し込み　 2月24日
㈫までに市民活動
センター（☎83 6
8 6 6 ）

　市内のサークル団体やまちづくり団体が活動内
容の展示や発表を行います。
日時　 2月22日㈰10時~15時
場所　市民会館中ホール
内 容　サークル紹介コー
ナー、体験コーナー、
発表コーナーなど

※ 当日は、無料バスを運
行します。詳しくは、
のぼりん通信１・ 2月
号、のぼりんホーム
ページをご覧ください。

問 い合わせ　市民活動セ
ンター（☎83 6 8 6 6 ）

期 間　 2月１日㈰～28
日㈯

場 所　市民活動セン
ター

内 容　会員の絵画・陶
芸品など約40点を展
示

問 い合わせ　登別美術
協会・干谷さん（☎
88 1 2 4 6 ）

日時　 2月14日㈯10時～12時
場所　市民活動センター
内容　粘土を使った花瓶作りなど
定員　20人（申し込み順）
参加料　１千円（粘土代など）
持ち物　手拭い
申し込み　 2月12日㈭までに市民活動センター
 （☎83 6 8 6 6 ）

日時　 2月15日㈰10時～12時
場所　市民活動センター
定 員　10人（申し込
み順）※小学生は
保護者同伴。
申 し込み　 2月12日
㈭までに市民活動
センター（☎83 6
8 6 6 ）

日時　 2月18日㈬10時～12時
場所　市民活動センター
内容　楷書や行書の学習
定員　15人（申し込み順）
持 ち物　すずり、墨液、筆（大・小）、文鎮、下
敷き、半紙、新聞紙
申し込み　 2月16日㈪までに市民活動センター
 （☎83 6 8 6 6 ）

日時　 2月23日㈪13時30分～15時30分
場所　市民活動センター
内 容　楽しく粋な江戸芸踊り
定 員　15人（申し込み順）
持 ち物　動きやすい服装・日本手拭い
申 し込み　 2月20日㈮までに市民活動センター
 （☎83 6 8 6 6 ）

のぼりん文化講座

のぼりんイベント

のぼりん展示コーナー

葉画教室

市民活動交流フェスタ2015

登別美術協会会員小品展

陶芸教室

子ども将棋教室

初心者書道教室

かっぽれ
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎85 2 5 6 9

ほかにもいろいろなプログラムを企画しています。詳しくはふぉれすと鉱山に問い合わせください。

日時　 2月 7日㈯ 9時～14時
集合場所　カルルス温泉駐車場
対象　18歳以上の方
内 容　スノーシューを楽しみながら、オロフレ樹
氷の絶景ポイントまで散策
定員　 6人（申し込み順）
参 加料　3,000円（スノーシューを持参の方は
2,000円）
持 ち物　野外で活動しやすい服装、防寒靴、防寒
具、帽子、飲み物、昼食
※詳しくは問い合わせください。
申 し込み　 2月 4日㈬までにＮＰＯ法人登別自然
活動支援組織モモンガくらぶ（☎85 2 5 6 9 ）

日時　 2月12日㈭10時～12時
場所　ふぉれすと鉱山
対象　18歳以上の方
内容　野生動物に注目しながら、冬の森の散策
参加料　300円
持ち物　野外で活動できる服装、防寒着、防寒具
申し込み　 2月11日㈬までにふぉれすと鉱山

日時　 2月14日㈯10時～13時
場所　ふぉれすと鉱山
対象　18歳以上の方
内容　スノーシューを使って雪景色の撮影
定員　10人（申し込み順）
参加料　600円
持 ち物　野外で活動できる動きやすい服装、防寒
着、防寒具、飲み物、デジタルカメラ

申し込み　 2月11日㈬までにふぉれすと鉱山

日時　 2月22日㈰10時～13時
場所　ふぉれすと鉱山
対象　中学生以上
内容　クロスカントリースキーのレース
定員　30人（申し込み順）
参加料　1,200円
持 ち物　野外活動ができる服装、防寒着、飲み物、
歩くスキーセット（１時間100円でレンタル可）

申し込み　 2月15日㈰までにふぉれすと鉱山

日時　 3月１日㈰13時～15時
内容　ひなまつりのおやつ作りなど
参加料　プログラムにより異なります
※当日、ふぉれすと鉱山にお越しください。

日時　 2月11日㈬10時～12時
場所　ふぉれすと鉱山
対象　18歳以上の方
内容　初心者向けのネイチャースキー体験
定員　10人（申し込み順）
参加料　700円
持 ち物　野外で活動できる動きやすい服装、防寒
着、防寒具、飲み物
申し込み　 2月10日㈫までにふぉれすと鉱山

日時　 2月 8日㈰10時～15時
場所　ふぉれすと鉱山
対 象　中学生以上で、林道を歩くスキーで約10㌔
㍍歩ける方
内容　雪が積もった林道で歩くスキーを体験
定員　15人（申し込み順）
参加料　１千円
持ち物　防寒着、防寒具、タオル、昼食、飲み物
申し込み　 2月 5日㈭までにふぉれすと鉱山

オロフレ樹氷フォトハイク ガイドウォーク　w
ウ イ ン タ ー ウ オ ー ク

interwalk

コーザンホワイトレース

ひなまつりイベント

B
ビ ギ ナ ー ズ

eginnersネイチャーハイク教室

歩くスキー遠足

◎ 

卒
業
に
向
け
て

　
2
月
を
迎
え
、
2
年
生
・
3
年

生
は
卒
業
に
向
け
た
準
備
を
着
実

に
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ナ
ー

科
・
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー
科
・

建
築
学
科
で
は
卒
業
制
作
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
3
月
に
札

幌
の
地
下
歩
行
空
間
で
開
催
す
る

卒
業
展
で
公
開
す
る
予
定
で
、
現

在
、
仕
上
げ
の
作
業
に
取
り
掛
か

っ
て
い
ま
す
。

2
月
の
体
験
入
学

• 

7
日
㈯
・
14
日
㈯

　
11
時
30
分
〜
15
時
30
分

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

 

（
☎
0
1
2
0

－

666

－

965
）

日
本
工
学
院
北
海
道

専
門
学
校
便
り

問
い
合
わ
せ

　
☎
88
0
8
8
8
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今月の新着図書
市立図書館
☎854324

※ 市立図書館では、毎月購入している本の全リス
トを差し上げています。ご利用ください。

不用品ダイヤル市 申し込み・問い合わせは
登別消費者協会（☎858307）

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時

※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は6カ月です。
　継続希望の場合は、再度申し込みください。

　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

▼登録できないもの

＝こどものほん＝

発見

ゆずります（売ります）
●座卓用藤テーブル（直径88㌢㍍・ガラス張り）●ジューサー●飯寿
司用樽（直径36㌢㍍・高さ25㌢㍍）●スチール製米びつ付きレンジ台
（120×55×43.5㌢㍍）●テレビ台（50×41×115㌢㍍）、（灰色・
100×42×40㌢㍍）●スチール製脚立（23×47×88㌢㍍）●学生用革
靴（28㌢㍍）●布製陸上競技用靴（26.5㌢㍍）●電子ピアノ●カメラ
（フラッシュ付き）●大正琴●革靴（黒色・24.5㌢㍍・ 3足）、（黒
色・26.5㌢㍍）、（茶色・26.5㌢㍍）●囲碁セット●スピーカー（39
×27×26㌢㍍）●ウオーキングシューズ（茶色・26.5㌢㍍）●車のチ
ェーン（65～13㌢㍍）●ムード音楽レコード（12枚セット）●グレン
ミラーレコード（１枚）●壁かけ鏡（だ円形・80×50㌢㍍）●ゴルフ
セット（男子用）●婦人用自転車●地球儀（直径32～33㌢㍍）●健康
器具（室内自転車）●健康ぶら下がり器●ポータブル石油ストーブ
（SL－66Ｇ）●二槽式洗濯機●白雪幼稚園男子制服（夏用）一式
●ひな人形（ 7段）●学習机（木製）

ゆずってください（買います）
●バイオリン（デッサン用）●婦人用自転車（26㌅）●鉄瓶●白菊幼
稚園制服（男子用ズボン120㌢㍍）、（冬用ブレザー）●切手アルバ
ム●海星学院高校女子制服●木製学習机●電子レンジ●炊飯器●ガス
台（都市ガス対応）●洗濯機●冷蔵庫

キャプテンサンダーボルト

まばたき

阿
あ

部
べ

　和
かず

重
しげ

・伊
い

坂
さか

幸
こう

太
た

郎
ろう

 著

穂
ほ

村
むら

　弘
ひろし

 作　酒
さか

井
い

　駒
こま

子
こ

 絵

　蔵王に墜落したＢ29、公開中
止になった幻の映画、迫り来る
冷酷非情な破壊者…。人気作家・
阿部和重と伊坂幸太郎が、着想・
技術をすべて詰め込んだ冒険活
劇。

　ちょうちょが飛ぶとき、猫が
動きだすとき、角砂糖が紅茶に
溶けるとき、そして少女に呼び
かけるとき。時が止まる瞬間を
描く美しい絵本。

◇読まされ図書室 小
こ

林
ばやし

　聡
さと

美
み

 著
◇ブルース 桜

さくら

木
ぎ

　紫
し

乃
の

 著
◇晩鐘 佐

さ

藤
とう

　愛
あい

子
こ

 著

◇仙人のおしえ おざわ としお 再話　かないだ えつこ 絵
◇こぶたのぶうくんとしりとり 小

お

沢
ざわ

　　正
ただし

 作
◇キャベたまたんていきょうふのおばけやしき 三

み

田
た

村
むら

信
のぶ

行
ゆき

 作

平
成
26
年
7
月
、
北
海
道
か
ら

九
州
ま
で
全
国
17
カ
所
の
営
業
所

を
設
け
て
い
る
㈱
北
海
小
型
運
輸

の
登
別
営
業
所
が
青
葉
町
に
完
成

し
ま
し
た
。

「
登
別
営
業
所
は
、
営
業
エ
リ

ア
の
中
心
に
位
置
し
て
お
り
、
大

き
な
需
要
の
あ
る
登
別
温
泉
に
も

近
い
の
で
、
こ
の
営
業
所
の
完
成

に
よ
っ
て
輸
送
効
率
が
大
き
く
高

ま
り
ま
し
た
」
と
、
所
長
の
中な

か

村む
ら

晃て
る

彦ひ
こ

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

敷
地
面
積
5
千
平
方
㍍
、
冷
凍

冷
蔵
設
備
を
備
え
た
2
千
300
平
方

㍍
の
倉
庫
は
、
胆
振
管
内
で
最
大

級
の
業
務
用
食
材
卸
倉
庫
で
、
約

6
千
600
品
目
に
も
及
ぶ
業
務
用
食

材
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
耐
震
性

や
耐
火
性
に
優
れ
た
倉
庫
に
は
、

緊
急
時
に
備
え
て
発
電
機
や
通
信

機
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

同
社
は
、
大
手
業
務
食
材
卸
会

社
と
連
携
し
、
平
成
26
年
11
月
に

登
別
市
と
『
災
害
時
に
お
け
る
食

品
及
び
飲
料
の
供
給
に
関
す
る
協

定
』
を
締
結
。
災
害
時
に
食
品
や

飲
料
の
調
達
に
協
力
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

「
災
害
に
よ
る
物
流
の
寸
断
は
、

地
域
住
民
の
命
に
関
わ
り
ま
す
。

単
な
る
備
蓄
倉
庫
で
は
な
く
、
緊

急
時
に
こ
そ
役
に
立
つ
物
流
拠
点

を
築
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
物

流
業
に
求
め
ら
れ
る
使
命
で
す
」

と
、
中
村
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

【沿革】
昭和46年　株式会社北海小型運輸設立
平成26年　登別市に営業所を設置

【株式会社北海小型運輸】
所 在 地　青葉町27－１
電話番号　84８２６１
事業内容　運送業、飲料水の販売など

企業編㉒　㈱北海小型運輸

30 発見　のぼりべつの星・不用品ダイヤル市・今月の新着図書



地域だより
町内会のいきいき実践活動を紹介

登別市連合町内会事務局
市民サービスグループ内
☎85 2 1 3 9 　思85 7 6 7 4

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
工
夫
を

子
ど
も
た
ち
が
ス
キ
ー
に
挑
戦

　
登
別
東
町
第
五
町
会
の
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
で
は
、
楽
し
い
時
間
を
送
れ

る
活
動
を
目
指
し
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
あ
お
い
の
協
力
を
得
て
、

食
事
や
介
護
、
認
知
症
、
特
殊
詐
欺

に
つ
い
て
な
ど
暮
ら
し
に
役
立
つ
講

話
を
し
て
い
ま
す
。

　
講
話
後
は
、
か
ろ
や
か
体
操
や
弦

楽
器
で
の
懐
か
し
い
曲
の
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
を
実
施
す
る
な
ど
、
サ
ロ
ン
活
動

の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
登
別
温
泉
地
区
連
合
町
内
会
は
、

町
内
の
子
ど
も
に
ス
キ
ー
を
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、
カ
ル
ル
ス
温
泉
サ

ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場
で
ス
キ
ー
体
験

講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
22
人
の
参
加
者
を
経
験
に
応
じ
て

4
班
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
を
4

人
の
町
内
会
員
が
指
導
。
子
ど
も
た

ち
は
何
度
も
斜
面
を
滑
走
し
、
き
れ

い
な
弧
を
描
き
な
が
ら
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

登
別
東
町
第
五
町
会

 

会
長

　
石い

し

谷た
に

　
弘こ

う

二じ

　
　

登
別
温
泉
地
区
連
合
町
内
会

 

会
長

　
須す

賀が

　
武た

け

郎ろ
う

　
　

地
域
の
夜
の
安
全
は
自
分
た
ち
で

多
彩
な
催
し
の
ふ
れ
あ
い
会
食
会

　
富
岸
町
内
会
の
会
員
約
30
人
が
、

新
生
交
番
の
警
察
官
と
一
緒
に
『
地

域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
』
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
防
寒
着
に
お
そ
ろ
い
の
防
犯
ベ
ス

ト
を
着
用
し
た
参
加
者
は
、
防
犯
灯

な
ど
を
手
に
、
外
灯
の
明
か
り
が
届

か
な
い
暗
が
り
に
重
点
を
置
き
巡
回

し
、
不
審
者
や
空
き
巣
を
寄
せ
付
け

な
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
監
視

の
目
を
光
ら
せ
ま
し
た
。

　
登
別
東
町
第
三
町
会
は
、
市
内
の

他
町
内
会
で
文
化
活
動
を
し
て
い
る

方
を
ふ
れ
あ
い
会
食
会
に
招
き
、

『
南
京
玉
す
だ
れ
』
や
『
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
』
を
披
露
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　
普
段
と
は
違
う
雰
囲
気
の
中
、
見

事
な
演
技
に
盛
大
な
拍
手
が
起
こ
り

ま
し
た
。
昼
に
は
婦
人
部
の
手
づ
く

り
料
理
を
楽
し
み
、
心
温
ま
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

富
岸
町
内
会

 

会
長

　
佐さ

藤と
う

　
弘ひ

ろ

子こ

　
　

登
別
東
町
第
三
町
会

 

会
長

　
本ほ

ん

田だ

　
　
宏ひ

ろ
し

　
　

31 地 域 だ よ り



開
か

れた
議会を目指し
て

76号
発行・登別市議会／編集・議会だより編集委員会／発行日・2015.2.1

登別市議会 で 検索

　
平
成
25
年
度
の
決
算
審
査
に

あ
た
り
、
会
派
内
で
集
中
し
て

勉
強
会
を
開
催
し
、
総
括
質
疑

ま
で
検
証
し
た
上
で
審
査
に
臨

ん
だ
。
ま
た
定
例
会
の
た
び
に

出
る
補
正
予
算
に
お
い
て
は
事

業
予
算
の
適
切
な
積
算
額
を
確

認
し
た
。

　
次
の
定
例
会
に
向
け
、
会
派

一
丸
と
な
っ
て
一
つ
一
つ
の
事

業
に
お
け
る
問
題
・
課
題
や
成

果
な
ど
へ
の
検
証
に
取
り
組
み

た
い
。

　
師
走
の
選
挙
の
中
で
の
定
例

会
で
あ
っ
た
が
、
一
般
質
問
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
財

政
下
で
の
市
民
生
活
に
関
わ
る
、

今
後
の
少
子
・
高
齢
化
に
向
け

た
子
育
て
の
考
え
方
や
次
年
度

の
予
算
編
成
の
あ
り
方
、
経
済

対
策
な
ど
充
実
し
た
審
議
内
容

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
今
後
も
市
政
発
展
の
た
め
に

活
動
し
て
い
く
。

　
本
定
例
会
に
お
い
て
補
正
予

算
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た

が
、
温
泉
供
給
施
設
維
持
管
理

経
費
に
疑
義
が
生
じ
た
こ
と
か

ら
、
原
因
究
明
実
施
を
求
め
る

「
附
帯
決
議
」
を
付
し
た
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
議
会
は
批

判
と
監
視
の
府
で
あ
る
。
今
後

も
こ
う
し
た
点
に
目
を
向
け
、

各
議
員
が
議
会
で
の
審
議
能
力

を
高
め
て
い
き
た
い
。

　
「
市
民
の
願
い
を
ま
っ
す
ぐ

市
政
に
！
」
と
毎
年
市
民
か
ら

予
算
要
望
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
ら

っ
て
い
る
。
そ
れ
を
土
台
に
2

0
1
5
年
度
の
予
算
要
望
書
を

平
成
26
年
11
月
19
日
に
市
長
へ

手
渡
し
た
。
あ
わ
せ
て
福
祉
灯

油
の
実
施
も
要
望
し
た
。
本
定

例
会
で
は
こ
れ
ら
市
民
の
要
望

に
基
づ
き
、
質
問
や
具
体
的
提

案
を
行
い
実
現
を
迫
っ
た
。

　
補
正
予
算
審
査
前
に
温
泉
供

給
施
設
維
持
管
理
経
費
の
資
料

要
求
を
行
な
っ
て
、
過
去
5
年

間
分
の
デ
ー
タ
を
提
示
し
て
も

ら
っ
た
。
そ
れ
を
自
分
な
り
に

分
析
し
て
み
た
が
、
あ
る
傾
向

を
示
す
よ
う
な
結
果
が
見
ら
れ

た
の
で
、
質
疑
で
そ
こ
を
指
摘

し
た
。
今
回
は
生
デ
ー
タ
が
ヒ

ン
ト
を
与
え
て
く
れ
た
。
毎
回

そ
う
と
は
限
ら
な
い
が
ほ
か
の

事
業
に
つ
い
て
も
調
べ
る
価
値

は
あ
る
。

市議会ホームページで、本会議などの生中
継と過去の議会映像をご覧いただけます

市
民
・
前
進

市
政
ク
ラ
ブ
21

公
明
党

日
本
共
産
党

清

　新

平成27年度予算編成と防災を重点に議論！

会
派
会
長

　山
口

　賢
治

幹
事
長

　工
藤
倶
二
雄

　
　
　
　
　松
山

　哲
男

　高
橋

　正
美

　
　
　
　
　天
神
林
美
彦

　成
田

　昭
浩

　
　
　
　
　米
田
登
美
子

　二
瓶

　秀
幸

会
派
会
長

　沼
田

　一
夫

幹
事
長

　杉
尾

　直
樹

　
　
　
　
　上
村

　幸
雄

　山
田

　新
一

　
　
　
　
　佐
藤

　弘
子

会
派
会
長

　木
村

　純
一

幹
事
長

　村
井

　寿
行

　
　
　
　
　木
村

　俊
子

会
派
会
長

　石
山

　正
志

会
派
会
長

　渡
辺

　
　勉

幹
事
長

　佐
々
木
久
美
子

　平成26年第 4回定例会が12月 5 日から12月17日までの13日間の会期で開催され、議案17件、報告 5件、意見
書案 4件を審議し、すべて原案のとおり可決しました。
　各議員の一般質問の内容は33ページから、可決した案件は39ページにそれぞれ掲載しています。

平
成
26
年

　
　

第
5
回
臨
時
会

　
議
案
2
件
に
つ
い
て
、
平
成
26
年

11
月
26
日
に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、

① 

「
専
決
処
分
に
つ
い
て
」

② 

「
登
別
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

で
あ
り
、
①
に
つ
い
て
は
全
会
一
致

で
承
認
、
②
は
賛
成
多
数
で
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

※ 

専
決
処
分
の
内
容
は
平
成
26
年
12
月
に

実
施
さ
れ
た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
な
ど

に
伴
う
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

で
す
。

※

32 議会だより でぃすかす



質

　緊
急
時
、
災
害
時

ま
た
は
日
常
生
活
に
お

い
て
も
、
近
助
力
の
活

用
に
個
人
情
報
の
扱
い

が
重
要
と
な
る
中
、
救

急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
る
、
全
市

展
開
に
向
け
た
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

の
推
進
状
況
を
た
だ
し
た
。

答
　
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
で
は
、
何

ら
か
の
支
援
を
必
要
と
す
る
方
を
的
確
に
把

握
し
、
要
支
援
者
の
身
体
の
状
態
や
緊
急
連

絡
先
な
ど
を
記
入
し
た
用
紙
を
冷
蔵
庫
に
保

管
し
、
急
病
時
な
ど
に
役
立
て
る
安
心
キ
ッ

ト
の
導
入
に
つ
い
て
、
実
施
主
体
で
あ
る
町

内
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
、
市
の
4
者
で
確
認
・
合
意
し

共
通
認
識
を
図
り
、
平
成
27
年
4
月
か
ら
の

全
市
展
開
に
向
け
て
、
関
係
者
間
で
協
議
を

進
め
る
。
支
援
対
象
者
の
把
握
は
、
町
内
会

関
係
者
や
民
生
児
童
委
員
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
対
応
す
る
。

　
キ
ッ
ト
活
用
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、

市
内
8
つ
の
小
学
校
区
を
単
位
と
し
て
、
町

内
会
関
係
者
な
ど
地
域
の
住
民
に
対
し
、
キ

ッ
ト
の
活
用
を
含
め
て
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
活
動
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
、
市
と

し
て
は
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
小
地
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
意
義
や
事
業
内
容
を
掲

載
し
周
知
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
共
産
党
市
議
団
が
市

民
へ
行
っ
た
予
算
要
望

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
全

体
の
21
・
6
％
が
防
災

に
つ
い
て
回
答
し
関
心

の
高
さ
を
認
識
し
た
。
今
回
は
そ
れ
に
基
づ

き
防
災
に
つ
い
て
質
問
を
行
っ
た
。
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
防
災
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る

7
％
、
整
備
さ
れ
て
い
な
い
34
％
、
ど
ち
ら

で
も
な
い
33
・
3
％
で
あ
り
、
市
民
か
ら
の

要
望
提
案
と
受
け
止
め
た
い
と
述
べ
た
。
防

災
に
つ
い
て
は
、
町
内
会
単
位
の
避
難
訓
練

の
現
状
と
、
実
施
が
難
し
い
町
会
へ
の
支
援

を
行
い
市
民
が
一
度
は
経
験
で
き
る
よ
う
援

助
す
べ
き
と
た
だ
し
た
。
ま
た
高
台
が
近
く

に
な
い
市
民
が
安
心
し
て
暮
せ
る
よ
う
に
奥

尻
町
の
人
工
高
台
や
函
館
市
の
車
で
の
避
難

な
ど
実
例
を
示
し
て
、
検
討
を
迫
っ
た
。
現

在
避
難
ビ
ル
指
定
の
道
営
住
宅
屋
上
へ
の
避

難
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
市
で
予
算
化
し

て
で
も
、
実
現
す
べ
き
と
提
案
し
た
。

　
さ
ら
に
高
台
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る
所

の
冬
季
の
除
雪
の
対
応
に
つ
い
て
、
都
市
整

備
部
と
し
て
の
日
常
的
な
対
応
を
求
め
た
。

　
ま
た
検
討
事
項
と
な
っ
て
い
る
「
ペ
ッ
ト

同
行
避
難
」
に
つ
い
て
、
早
期
に
方
針
化
す

る
事
を
求
め
た
。
近
く
に
あ
る
山
へ
避
難
す

る
よ
う
に
、
治
山
事
業
を
行
う
場
合
、
避
難

階
段
設
置
を
行
う
事
を
熊
石
町
の
実
例
を
示

し
て
要
望
す
べ
き
と
提
案
し
た
。

質

　私
は
今
回
の
一
般

質
問
で
、
平
成
23
年
3

月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
以
降
、
本

市
に
お
い
て
は
防
災
・

減
災
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て

き
た
が
、
道
路
や
橋
梁
の
よ
う
な
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
は
多
額
の
予
算
が
必
要
と
な
る
た
め
、

ま
だ
ま
だ
十
分
取
り
か
か
れ
て
い
な
い
現
状

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
け
る
道
路
・

橋
梁
の
現
状
、
ま
た
修
繕
計
画
に
つ
い
て
の

考
え
は
ど
う
か
。

　そ
し
て
道
内
で
も
道
路
下
の
空
洞
化
の
問

題
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
調
査
を
要
望

し
た
。

答
　
道
路
・
橋
梁
の
状
況
に
つ
い
て
、
市
道

で
は
経
年
劣
化
に
よ
る
舗
装
面
の
傷
み
や
、

排
水
施
設
の
破
損
な
ど
が
生
じ
、
橋
梁
に
つ

い
て
も
古
い
橋
梁
な
ど
に
修
繕
が
必
要
で
あ

り
、
今
後
の
計
画
と
し
て
は
道
路
に
つ
い
て

点
検
を
実
施
し
修
繕
計
画
を
立
て
る
予
定
。

　
ま
た
橋
梁
に
つ
い
て
は
橋
梁
長
寿
命
化
修

繕
計
画
に
基
づ
き
今
年
度
よ
り
着
手
し
、
今

後
も
計
画
的
に
取
り
組
む
。

　
道
路
下
の
空
洞
調
査
に
つ
い
て
は
今
後
行

う
予
定
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
工
法
が
開
発

さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
調
査
方
法
の
選
定

を
行
い
な
が
ら
実
施
し
た
い
と
考
え
る
。

質

　消
費
税
の
引
き
上

げ
や
、
北
海
道
電
力
に

よ
る
電
気
料
金
値
上
げ

で
低
所
得
者
な
ど
の
生

活
が
大
変
と
な
る
中
、

灯
油
購
入
費
を
補
助
す
る
福
祉
灯
油
な
ど
の

財
政
支
援
を
す
べ
き
と
考
え
る
。

答
　
灯
油
価
格
は
下
落
傾
向
に
あ
り
、
昨
年

と
灯
油
価
格
が
同
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
在
は
福
祉
灯
油
を
実
施
す
る
意
向
は
な
い

が
、
今
後
は
灯
油
価
格
の
動
向
を
見
て
い
く
。

質

　人
口
減
を
食
い
止
め
活
気
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
施
策
で
、
小
・
中
・
高

校
生
な
ど
に
「
将
来
ど
ん
な
登
別
に
し
た
い

か
」
な
ど
の
意
見
交
換
会
実
施
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

答
　
市
内
の
小
・
中
学
生
な
ど
か
ら
将
来
の

登
別
市
へ
の
思
い
を
聞
く
機
会
を
設
け
た
い
。

質

　私
た
ち
市
議
団
が
市
民
へ
行
っ
た
予
算

要
望
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
市
内
循
環
バ
ス
の
要

望
が
出
て
い
る
が
、
今
後
の
高
齢
化
社
会
を

見
据
え
た
市
内
循
環
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

答
　
市
内
循
環
バ
ス
を
走

ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
赤

字
路
線
や
赤
字
金
額
が
増

え
、
市
の
負
担
が
増
え
る
。

ま
た
循
環
バ
ス
運
行
に
関

す
る
需
要
は
低
い
と
認
識

し
て
い
る
。

高
齢
世
帯
に

 
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
布
に
つ
い
て

佐

　藤

　弘

　子

市
民
の
命
と
財
産
を
守
る

 

防
災
対
策
の
強
化
を

渡

　辺

　
　
　勉

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

村

　井

　寿

　行

市
内
循
環
運
行
バ
ス
な
ど
に

 

つ
い
て

佐
々
木

　久
美
子
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少
子
高
齢
化
と
人
口

減
少
は
今
後
の
国
の
根

幹
を
揺
る
が
す
深
刻
な

問
題
で
あ
る
。

　
数
あ
る
人
口
減
少
の

要
因
の
中
で
も
「
20
代
か
ら
30
代
の
女
性
の

減
少
」
と
「
大
都
市
へ
の
人
口
流
出
」
は
大

き
な
課
題
で
あ
り
、
地
方
で
若
い
人
材
が
働

い
て
所
得
を
確
保
し
、
安
心
し
て
子
供
を
産

み
育
て
る
環
境
づ
く
り
の
対
策
に
は
早
急
に

着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
今
回
の
質
問
は
平
成
27
年
4
月
か

ら
開
始
と
な
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制

度
」
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
民
ニ
ー

ズ
の
把
握
状
況
や
行
政
の
取
り
組
み
の
進
ち

ょ
く
状
況
、
今
後
の
運
用
方
針
な
ど
を
確
認

し
た
。

　
市
民
ニ
ー
ズ
と
し
て
経
済
的
支
援
や
施
設

の
充
実
を
希
望
す
る
声
は
多
か
っ
た
も
の
の
、

市
の
平
成
27
年
度
以
降
の
方
針
は
現
状
と
変

わ
ら
ず
、
国
の
給
付
金
の
推
移
や
既
存
幼
稚

園
の
新
制
度
移
行
を
見
な
が
ら
対
応
す
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
た
だ
し
「
保
護
者
の
経
済
状
態
に
関
わ
ら

ず
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
平

等
に
教
育
・
保
育
を
受
け
ら
れ
る
、
よ
り
良

い
環
境
を
作
る
よ
う
努
め
る
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

　
今
後
の
議
員
活
動
と
し
て
政
府
が
掲
げ
る

『
幼
児
教
育
無
償
化
』
の
実
現
に
向
け
た
活

動
を
続
け
る
所
存
で
あ
る
。

　
大
綱
3
点
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

　
①
予
算
編
成
時
期
に

か
ん
が
み
、
平
成
27
年

度
の
予
算
編
成
に
対
す

る
考
え
方
を
質
問
し
た
。
特
に
市
内
経
済
の

活
性
化
に
大
い
に
関
わ
る
事
業
費
の
あ
り
方

や
、
地
区
要
望
に
対
す
る
市
の
予
算
化
や
消

費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
が
１
年
6
カ
月

延
期
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
市
の
財
政
へ
の

影
響
に
つ
い
て
た
だ
し
た
。

　
ま
た
地
方
創
生
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
「
地
方
版
総
合
戦

略
」
の
策
定
に
向
け
、
「
子
育
て
」
「
高
齢

者
サ
ポ
ー
ト
」
「
商
業
の
活
性
化
」
を
重
点

政
策
に
位
置
づ
け
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。

　
地
方
創
生
と
は
、
人
口
減
が
地
域
経
済
の

縮
小
を
呼
び
、
経
済
縮
小
が
人
口
減
を
加
速

さ
せ
る
悪
循
環
を
断
ち
切
る
こ
と
で
あ
り
、

地
方
の
雇
用
創
出
や
都
市
か
ら
の
移
住
促
進

な
ど
に
取
り
組
む
方
針
が
国
か
ら
示
さ
れ
て

お
り
、
地
方
を
元
気
に
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
②
姉
妹
都
市
交
流
に
つ
い
て
の
目
的
や
考

え
方
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
こ
の
中
で
市
長

は
「
災
害
時
な
ど
に
相
互
に
助
け
合
う
関
係

を
築
き
、
交
流
を
通
し
両
市
が
共
に
発
展
す

る
こ
と
を
目
的
に
取
り
組
む
」
と
述
べ
た
。

　
③
公
共
施
設
の
整
備
計
画
の
推
進
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

質

　民
営
化
を
視
野
に

入
れ
た
保
育
所
と
高
齢

者
施
設
を
同
じ
敷
地
内

に
建
築
す
る
こ
と
で
、

い
つ
で
も
交
流
を
持
つ

こ
と
が
で
き
、
お
互
い
が
楽
し
く
触
れ
合
う

中
で
相
互
に
援
助
し
合
う
利
点
が
あ
る
と
思

う
が
、
そ
の
考
え
方
は
あ
る
か
。

答
　
交
流
の
利
点
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
と

幼
児
が
接
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
は
自
分
自

身
の
役
割
を
見
つ
け
る
こ
と
や
、
幼
児
は
他

人
へ
の
思
い
や
り
や
優
し
さ
が
身
に
付
く
こ

と
な
ど
、
お
互
い
に
大
き
な
利
点
が
あ
る
と

考
え
る
の
で
、
平
成
27
年
夏
ま
で
に
市
の
事

業
計
画
に
施
設
エ
リ
ア
を
盛
り
込
む
方
針
で

あ
る
。

質

　登
別
市
の
人
口
が
年
々
減
少
し
て
い
く

現
状
を
く
い
止
め
、
人
口
増
と
す
る
た
め
の

対
策
と
し
て
、
市
内
に
建
物
を
建
築
し
た
場

合
に
は
市
内
経
済
活
性
化
に
大
き
く
影
響
す

る
と
考
え
る
の
で
、
住
宅
建
設
促
進
奨
励
金

制
度
を
取
り
入
れ
る
考
え
は
あ
る
か
。
ま
た

土
地
や
家
に
係
る
業
者
が
セ
ー
ル
ス
と
し
て

営
業
す
る
事
へ
の
奨
励
金
も
考
え
て
は
ど
う

か
。

答
　
現
在
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
「
登
別
市
に

住
み
た
い
」
「
登
別
市
に
住
み
続
け
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
お
り
、

制
度
導
入
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
見
極
め
る

必
要
が
あ
る
。

　
い
く
つ
か
の
保
護
地

区
を
抱
え
自
然
に
恵
ま

れ
た
本
市
で
す
が
、
宅

地
造
成
・
天
災
に
よ
る

自
然
破
壊
な
ど
で
環
境

は
良
い
と
は
言
え
ま
せ

ん
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
「
豊
か
な
地
域
が
保
全

さ
れ
る
よ
う
に
」
と
の
思
い
で
質
問
を
し
ま

し
た
。

　
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
・
エ
ゾ
ト
ミ
ヨ
な
ど
の

生
息
地
が
狭
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
在
来

種
の
植
生
が
脅
か
さ
れ
る
状
況
の
中
、
そ
の

保
護
活
動
の
在
り
方
、
自
然
保
護
の
活
動
者

の
育
成
に
つ
い
て
質
問
を
す
る
と
、
学
校
教

育
の
現
場
で
は
、
体
系
的
に
学
年
を
配
慮
し

て
教
育
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
教
育
事

業
も
実
施
さ
れ
て
い
る
と
の
答
弁
で
し
た
が
、

環
境
保
全
と
い
う
観
点
か
ら
、
鳥
獣
・
水
生

生
物
・
植
物
別
、
大
気
・
水
質
・
土
壌
別
な

ど
各
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
自
然
保
護
の
活
動

者
の
育
成
に
つ
い
て
も
っ
と
意
識
さ
れ
る
べ

き
と
提
言
し
ま
し
た
。
ま
た
10
年
経
過
ご
と

の
調
査
を
改
め
て
す
べ
き
で
は
と
求
め
ま
し

た
が
、
10
年
か
ら
20
年
経
過
の
中
、
状
況
を

み
て
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
の
で
、
協
力
者
の

高
齢
化
で
難
航
の
恐
れ
が
あ
る
と
指
摘
し
ま

し
た
。

　
市
の
環
境
行
政
の
諸
課
題
を
協
議
す
る
環

境
保
全
政
策
推
進
会
議
は
、
緊
急
時
に
庁
内

の
各
部
長
な
ど
で
構
成
す
る
会
議
が
開
催
さ

れ
る
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
本
来
は
継
続

的
に
会
議
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
の
で
、
今

後
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

未
来
を
見
据
え

 

子
育
て
施
策
の
拡
充
を
！
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齢
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　12
月
5
日
に
資
料
要
求
の
た
め
の
委
員
会
を
開

催
し
、
執
行
部
へ
商
工
費
の
温
泉
供
給
施
設
維
持

管
理
経
費
に
関
す
る
資
料
要
求
を
行
い
ま
し
た
。

　12
月
15
日
に
開
催
し
た
審
査
に
係
る
委
員
会
で

は
、
質
疑
終
了
後
、
委
員
間
討
議
を
行
っ
た
結
果
、

温
泉
供
給
施
設
維
持
管
理
経
費
に
お
い
て
附
帯
決

議
を
付
し
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

※
附
帯
決
議
と
は
…

　議
会
ま
た
は
委
員
会
が
議
案
の
議
決
に
あ
た

り
付
け
加
え
る
意
見
や
要
望
の
こ
と
で
す
。

　法
的
な
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
政
治
的

に
尊
重
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
も
予
算
を
積
み

上
げ
る
と
き
に
、
一
般

財
源
の
伸
び
悩
み
と
扶

助
費
な
ど
の
義
務
的
経

費
の
増
加
を
受
け
て
、

財
政
構
造
の
硬
直
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
行
政
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
て
自

ら
の
知
恵
と
判
断
に
よ
り
事
業
を
実
施
し
て

い
く
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
方
自
治
体

に
は
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
課
題
に
対
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。

　
予
算
編
成
手
法
の
見
直
し
も
そ
の
中
の
一

つ
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
枠
配
分
方
式

は
予
算
の
削
減
や
現
場
へ
の
権
限
移
譲
に
よ

る
効
果
な
ど
を
期
待
さ
れ
て
多
く
の
地
方
自

治
体
で
採
用
さ
れ
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
経
常
経
費
で
削
減
さ
れ
た
経
費

は
、
当
初
、
投
資
的
経
費
に
も
使
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
目
的
と

効
果
や
成
果
に
結
び
つ
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

削
減
率
を
各
部
局
で
達
成
し
た
の
は
評
価
で

き
る
が
、
せ
っ
か
く
担
当
者
レ
ベ
ル
で
そ
の

事
業
を
精
査
し
、
経
常
経
費
を
見
直
し
削
減

効
果
で
振
り
分
け
ら
れ
た
事
業
が
、
本
当
に

こ
の
経
費
を
削
減
し
て
ま
で
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
業
だ
っ
た
の
か
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
平
成
27
年
度
か
ら
導
入
す
る
財
政
部

局
に
よ
る
一
件
査
定
方
式
で
の
予
算
編
成
の

内
容
な
ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

予
算
編
成
に
つ
い
て

 

た
だ
し
た

工

　藤

　倶
二
雄
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補正予算のあり方について執行部に徹底追及！
（予算・決算委員会　平成26年度補正予算審査）

　
議
案
3
件
に
つ
い
て
、
12
月
5
日
に
資
料
要
求
の
た
め
の

委
員
会
を
開
催
し
、
12
月
12
日
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
議
案
は

① 

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

② 

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

③ 

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　
①
で
は
、
札
内
高
原
館
の
指
定
管
理
に
関
し
て
、
公
募
に

よ
ら
な
い
選
定
と
し
た
基
本
的
な
考
え
に
つ
い
て
、
次
期
指

定
期
間
終
了
後
の
札
内
高
原
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
な
ど
の

質
疑
に
対
し
、
答
弁
が
あ
り
、
質
疑
終
了
後
、
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
②
と
③
で
は
特
に
質
疑
は
な
く
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
議
案
3
件
に
つ
い
て
、
12
月
5
日
に
資
料
要
求
の
た
め
の

委
員
会
を
開
催
し
、
12
月
11
日
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
議
案
は

① 

登
別
市
暴
力
団
の
排
除
の
推
進
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

② 

登
別
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

③ 

登
別
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
改
正

つ
い
て

　
①
で
は
、
市
民
や
事
業
者
が
暴
力
団
の
排
除
に
係
る
活
動

に
安
心
し
て
取
り
組
む
た
め
の
配
慮
に
つ
い
て
、
条
例
の
効

果
を
上
げ
る
た
め
の
警
察
と
の
連
携
及
び
市
の
責
務
に
つ
い

て
な
ど
の
質
疑
に
対
し
、
答
弁
が
あ
り
、
質
疑
終
了
後
、
全

会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
②
と
③
で
は
特
に
質
疑
は
な
く
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

観
光
・
経
済
委
員
会
（
付
託
案
件
審
査
）

生
活
・
福
祉
委
員
会
（
付
託
案
件
審
査
）

　
温
泉
供
給
事
業
の
電
気
使
用
量
が
上
昇
傾
向
に

あ
り
、
電
気
料
金
の
不
足
が
生
じ
る
と
し
て
補
正

予
算
を
計
上
し
た
。
し
か
し
こ
の
電
気
使
用
量
の

上
昇
原
因
が
不
明
の
ま
ま
で
は
市
民
理
解
が
得
ら

れ
な
い
。

　
委
員
会
と
し
て
、
執
行
部
に
50
年
以
上
経
過
し

た
こ
の
施
設
全
体
の
専
門
的
調
査
で
原
因
を
究
明

し
、
こ
の
事
業
の
判
断
を
含
め
た
報
告
を
議
会
へ

行
う
よ
う
求
め
た
。

石

　山

　正

　志

商
工
費
に
お
い
て
、

一
つ
、
温
泉
供
給
施
設
維
持
管
理
経
費
の
補
正
に

係
る
案
件
に
つ
い
て
、
温
泉
供
給
施
設
に

あ
る
各
設
備
等
を
一
つ
の
プ
ラ
ン
ト
と
し

て
捉
え
、
早
急
に
全
体
的
な
専
門
調
査
を

行
い
、
電
気
使
用
量
の
増
加
に
関
す
る
原

因
究
明
を
行
う
こ
と
。

一
つ
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
温
泉
供
給

事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
と

と
も
に
、
調
査
状
況
等
に
つ
い
て
は
、
議

会
に
速
や
か
に
報
告
す
る
こ
と
。

附

　帯

　決

　議

※
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平
成
26
年
10
月
28
日
、
市
内
4
カ
所
の

就
労
継
続
支
援
施
設
な
ど
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
視
察
に
先
立
ち
、
現
在
市
内
に

建
設
中
の
「
就
労
継
続
支
援
施
設
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
登
別
」
の
事
業
者
か
ら
事
業
概
要

等
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
終
了
後
「
い

ぶ
り
花
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
「
登
別

市
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み

園
」
「
社
会
福
祉
法
人
登
別
さ
い
わ
い
福

祉
会
就
労
継
続
支
援
施
設
月
と
ら
い
お
ん
」

「
就
労
継
続
支
援
施
設
す
ず
か
け
」
を
視

察
し
ま
し
た
。
各
事
業
者
の
方
か
ら
は

「
障
が
い
者
が
地
元
を
離
れ
ず
に
市
内
で
、

地
域
で
働
き
、
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
強
い

　
平
成
26
年
11
月
17
日
、
本
市
に
お
い

て
、
白
老
町
議
会
・
登
別
市
議
会
議
員

研
修
会
を
開
催
し
、
室
蘭
工
業
大
学
の

加
賀
屋
誠
一
副
学
長
、
古
屋
温
美
准
教

授
を
講
師
に
招
き
、
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
加
賀
屋
先
生
か
ら
は
「
地
方
に
お
け

る
大
学
と
議
会
の
相
乗
的
社
会
連
携
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
地

方
に
お
け
る
大
学
の
役
割
の
一
つ
と
し

て
、
存
在
す
る
地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
対
し
て
目
を
向
け
、
そ
の

解
決
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
い
る
と
話
が
あ
り
、
市
民
社
会

構
築
の
た
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
例
を
基
に
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
屋
先
生
か
ら
は
「
地
域
の

産
業
振
興
と
経
済
波
及
効
果
（
水
産
業

を
事
例
に
）
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

水
産
業
と
関
連
産
業
の
振
興
に
よ
る
地

域
シ
ナ
リ
オ
の
例
を
基
に
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
終
了
後
、
お
二
人
の
先
生
を
交
え
両

議
員
間
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
研
修
で
し
た
。

　
第
8
回
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
や
議
長

の
諮
問
事
項
の
協
議
な
ど
精
力
的
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
諮
問
事
項
に
つ
い
て
、
議
員
の
資
質
向

上
と
政
策
提
案
の
充
実
を
図
る
た
め
、
議

長
に
答
申
し
た
主
な
事
項
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○ 

「
政
務
活
動
費
」
は
、
１
万
円
か
ら
従

前
の
月
額
2
万
円
と
す
る
。

○ 

議
員
、
委
員
会
、
議
会
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

の
「
政
策
提
案
の
充
実
」
を
目
指
し
て
、

議
員
間
の
協
議
の
場
の
設
置
要
綱
等
の

一
部
改
正
と
そ
の
フ
ロ
ー
図
を
作
成
す

る
。

○ 

3
常
任
委
員
会
の
「
構
成
人
数
」
を
各

6
名
と
す
る
。

　
さ
ら
に
、
諮
問
事
項
の
協
議
に
派
生
し
、

答
申
と
併
せ
て
議
長
へ
報
告
し
た
事
項
は

次
の
3
つ
で
す
。

① 

「
委
員
会
視
察
」
は
、
隔
年
か
ら
従
前

思
い
か
ら
施
設
の
設
立
に
至
っ
た
こ
と
を

伺
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
の
ぞ
み
園
」
で
は
、
障
が
い

児
へ
の
支
援
と
と
も
に
、
悩
み
を
抱
え
る

保
護
者
へ
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
と
伺
い
、

障
が
い
者
や
そ
の
保
護
者
に
関
わ
る
方
た

ち
に
よ
る
熱
心
な
活
動
の
現
状
を
視
察
し

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
11
月
18
日
に
は
、
登
別
市
障

害
者
福
祉
関
係
団
体
連
絡
協
議
会
と
の
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
市
内
の
障
が
い

者
の
方
た
ち
が
抱
え
る
課
題
や
問
題
に
つ

い
て
お
聞
き
し
、
障
が
い
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
を
離
れ
ず
に
、
生
活
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
、
本
市
に
お
け
る
大
き
な

課
題
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し

た
。

ど
お
り
毎
年
実
施
す
る
。

② 

改
選
期
の
翌
年
度
に
新
人
議
員
を
対
象

に
地
方
自
治
の
基
本
に
つ
い
て
研
修
受

講
さ
せ
る
。

③ 

「
登
別
市
議
会
基
本
条
例
に
係
る
自
己

評
価
」
を
作
成
し
、
毎
年
度
、
各
議
員

が
自
己
評
価
し
、
充
足
し
た
活
動
を
目

指
す
。

　
③
の
自
己
評
価
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
条
例
に
基
づ
く
活
動
の
有
無
を
確
認

す
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
加
え
て
、
条
例

の
理
解
と
遵
守
の
推
進
お
よ
び
条
例
に
基

づ
く
活
発
な
議
員
・
議
会
活
動
を
推
進
す

る
た
め
に
、
議
会
や
委
員
会
の
一
員
と
し

て
、
ま
た
議
員
自
身
と
し
て
の
活
動
の
取

り
組
み
を
、
条
文
ご
と
に
自
己
評
価
す
る

設
問
シ
ー
ト
で
す
。

　
議
会
改
革
の
継
続
と
議
会
基
本
条
例
の

さ
ら
な
る
実
効
性
の
確
保
に
向
け
た
答
申

内
容
で
あ
り
、
議
員
・
議
会
の
役
割
を
常

に
認
識
し
、
よ
り
一
層
の
活
動
が
展
開
さ

れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

生
活
・
福
祉
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

▲議会運営委員長が答申書を議長へ提出する様子

▲就労継続支援施設すずかけで説明を受ける様子

登別市で白老町議会・登別市議会議員研修会を開催！
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今
審
査
で
の
質
問
通
告
は
13
項
目
。

　
主
な
内
容
は
、
総
務
費
で
は
防
災
対
策
の
現

状
確
認
、
民
生
費
で
は
暴
力
団
追
放
条
例
制
定

に
つ
い
て
、
農
林
水
産
費
で
は
エ
ゾ
シ
カ
や
エ

ゾ
ア
ワ
ビ
事
業
の
今
後
の
継
続
を
訴
え
、
商
工

費
で
は
起
業
化
支
援
事
業
補
助
金
の
活
用
推
進

な
ど
を
質
問
し
、
い
ず
れ
も
平
成
27
年
度
以
降

へ
の
提
案
と
し
た
。

杉

　尾

　直

　樹

　
起
業
化
支
援
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、
平
成

25
年
度
に
お
い
て
は
、
相
談
件
数
が
10
件
あ
っ

た
が
制
度
の
利
用
に
至
ら
な
か
っ
た
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る

た
め
の
条
件
が
高
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
指

摘
し
、
今
後
は
条
件
設
定
の
緩
和
を
含
め
、
よ

り
利
用
し
や
す
い
制
度
に
と
要
望
し
た
。

村

　井

　寿

　行

質
　
商
工
総
務
費
に
お
い
て
、
低
迷
す
る
市
内

経
済
の
活
性
化
に
役
立
つ
資
金
お
よ
び
、
改
装

や
備
品
の
更
新
を
行
う
商
店
や
、
こ
れ
を
請
け

負
っ
た
市
内
業
者
に
と
っ
て
も
生
き
た
事
業
補

助
と
な
る
商
店
版
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
と
し
て
、

実
効
性
の
あ
る
制
度
を
創
設
す
べ
き
で
あ
る
。

答
　
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

渡

　辺

　
　
　勉

　平
成
26
年
9
月
5
日
に
資
料
要
求
の
た
め
の

委
員
会
を
開
催
し
、
執
行
部
へ
平
成
25
年
度
各

会
計
決
算
審
査
の
資
料
要
求
を
行
い
ま
し
た
。

　10
月
21
日
か
ら
23
日
ま
で
開
催
し
た
審
査
に

係
る
委
員
会
で
は
、
3
日
間
に
わ
た
る
質
疑
終

了
後
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
12
月
5
日
の
本
会
議
で
予
算
・
決

算
委
員
会
委
員
長
が
審
査
結
果
の
報
告
を
行
い
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

　
本
市
で
の
聴
覚
障
が
い
者
に
対
す
る
手
話
通

訳
者
派
遣
手
続
き
の
現
状
や
他
市
の
状
況
を
確

認
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
違
い
に
つ
い
て
指
摘
し
ま

し
た
。
障
が
い
を
持
つ
方
々
か
ら
改
善
を
求
め

る
声
を
受
け
て
い
た
の
で
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

地
域
差
が
生
じ
な
い
よ
う
見
直
し
と
申
請
手
続

き
の
簡
素
化
な
ど
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

米

　田

　登
美
子

　
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
に
よ
る
成
果
を

質
問
し
た
が
、
本
市
は
高
齢
者
世
帯
や
傷
病
者
・

障
が
い
者
世
帯
の
割
合
が
高
く
、
自
立
可
能
な

世
帯
が
少
な
い
が
、
就
労
支
援
員
の
配
置
に
よ

り
、
支
援
対
象
の
33
名
の
う
ち
、
就
労
・
増
収

が
あ
っ
た
方
が
10
名
、
自
立
し
た
方
が
6
名
と

一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

高

　橋

　正

　美

質
　
町
内
会
運
営
助
成
金
の
見
直
し
の
考
え
方

に
つ
い
て
。

答
　
平
成
8
年
度
に
助
成
金
が
増
額
さ
れ
た
が
、

本
市
の
人
口
が
最
も
多
い
時
で
あ
り
、
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
町
内
会
の
役
割
が
増
し
た
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
そ

の
理
由
を
明
確
に
し
た
い
。

石

　山

　正

　志

質
　
平
成
26
年
4
月
現
在
の
本
市
の
防
犯
灯
総

基
数
お
よ
び
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
の
普
及
率
は
。
ま
た
平

成
29
年
度
ま
で
の
時
限
措
置
で
あ
る
省
エ
ネ
型

防
犯
灯
補
助
に
関
す
る
今
後
の
考
え
方
に
つ
い

て
。

答
　
総
基
数
は
4
千
368
基
。
そ
の
う
ち
Ｌ
Ｅ
Ｄ

灯
は
565
基
で
あ
り
普
及
率
は
12
・
9
％
。
今
後

に
つ
い
て
は
、
普
及
率
の
状
況
に
よ
り
期
間
の

延
長
や
補
助
上
限
額
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

佐

　藤

　弘

　子

質
　
健
診
を
受
け
る
機
会
が
少
な
い
女
性
を
対

象
に
健
診
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
習

慣
病
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療
を
行
う
た
め
に

少
し
で
も
よ
り
多
く
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
う

た
め
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
。

答
　
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
や
、
乳

児
健
診
時
に
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
し
て
い

る
。

佐
々
木

　久
美
子

質
　
使
用
済
み
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
回
収

状
況
と
回
収
の
効
果
に
つ
い
て
。

答
　
市
役
所
な
ど
で
の
ボ
ッ
ク
ス
回
収
は
、
約

2
・
7
ト
ン
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
回
収
は
、
約
73

ト
ン
。
平
成
26
年
度
よ
り
パ
ソ
コ
ン
も
回
収
。

　
効
果
は
、
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
の
破
砕

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
こ
と
や
破
砕
歯
の
摩
耗

が
減
少
し
た
。 木

　村

　俊

　子

質
　
平
成
24
年
度
予
算
か
ら
導
入
し
た
枠
配
分

方
式
に
よ
る
予
算
編
成
の
成
果
や
課
題
に
つ
い

て
。

答
　
各
部
の
主
体
的
な
取
り
組
み
に
よ
る
事
務

事
業
の
再
構
築
や
施
策
遂
行
意
識
の
醸
成
な
ど

当
初
の
目
的
は
、
お
お
む
ね
果
た
せ
た
。
一
方

で
経
常
経
費
予
算
規
模
の
大
小
か
ら
各
部
で
の

裁
量
に
差
が
生
じ
る
な
ど
課
題
が
見
ら
れ
た
。

上

　村

　幸

　雄

　
一
般
会
計
の
移
住
促
進
経
費
、
広
報
広
聴
経

費
、
交
通
安
全
推
進
経
費
、
フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
ロ
ー
ド
事
業
補
助
金
、
市
民
プ
ー
ル
バ

ス
パ
ッ
ク
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　
交
通
安
全
推
進
経
費
で
は
、
歩
行
者
と
自
転

車
の
事
故
や
自
転
車
運
転
マ
ナ
ー
の
悪
さ
な
ど

の
問
題
に
対
し
、
市
の
取
り
組
み
を
た
だ
し
た
。

二

　瓶

　秀

　幸

　
カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
特
別
会
計
で

は
、
歳
入
と
歳
出
に
わ
た
っ
て
広
く
質
問
し
、

修
学
旅
行
の
生
徒
の
優
位
性
を
訴
え
た
。

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
台
帳
等
デ
ー
タ
整

備
事
業
費
で
は
、
デ
ー
タ
の
有
効
活
用
や
作
業

効
率
を
た
だ
し
、
エ
ゾ
シ
カ
有
効
活
用
推
進
事

業
費
で
は
、
市
内
販
売
店
や
ジ
ビ
エ
料
理
や
二

次
加
工
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

工

　藤

　倶
二
雄

　
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
で
は
、
老
朽
化
す

る
給
食
セ
ン
タ
ー
建
て
替
え
に
係
る
今
後
の
考

え
方
な
ど
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
継
続
事
業
が
多
か
っ
た
一
般
会
計
で
は
、
将

来
を
見
据
え
た
、
緊
急
雇
用
創
出
推
進
事
業
な

ど
の
活
用
や
各
省
庁
の
政
策
の
情
報
把
握
の
必

要
性
、
解
散
状
態
の
市
民
自
治
推
進
委
員
会
の

今
後
の
取
り
組
み
な
ど
を
た
だ
し
ま
し
た
。

松

　山

　哲

　男

3日間にわたり各事業の成果と結果について幅広くただした！
（予算・決算委員会　平成25年度決算審査）
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高校生ら、議場にて「言わせて!!」をテーマに市議と熱い意見交換！
第８回議会フォーラム　模擬議会形式で開催

　平成26年11月13日、登別市議会議場で、第 8回議会フォーラムを開催しました。
　今回は「言わせて!!」をテーマに市内の高校生や専門学校生20名にご参加いただき、模擬議会形式で議員と
意見交換を行いました。以下、その概要を報告します。
　なお、本フォーラムの録画映像や報告書は、登別市議会ホームページから閲覧することができます。

　
第
8
回
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
今

ま
で
参
加
の
少
な
か
っ
た
若
者
た
ち

の
声
を
聞
く
た
め
、
専
門
学
校
生
と

高
校
生
が
議
員
と
な
る
模
擬
議
会
形

式
で
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

学
生
と
高
校
生
か
ら
は
、
「
日
々
過

ご
す
ま
ち
へ
よ
り
深
く
興
味
を
抱
く

き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
「
他
校
生
も

い
て
色
々
と
学
べ
た
」
「
議
会
に
興

味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
な

ど
の
感
想
や
、
「
事
前
に
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
議
論
し
、
疑
問
点
を
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
出
し
て
は
ど
う
か
」
な
ど

の
提
言
も
頂
き
ま
し
た
。

　
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
し
、
今
後
の

議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
あ
り
方
と
し
て
、

事
前
に
行
っ
た
各
常
任
委
員
会
と
学

生
と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
話

し
合
い
は
、
充
実
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
な
る
と
と
も
に
、
市
民
と
の
協
働

が
深
ま
る
可
能
性
も
あ
る
と
、
多
く

の
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
有
意
義

な
「
市
民
と
の
議
論
の
場
」
で
し
た
。

議会フォーラムを終えて

日本工学院専門学校 北海道登別青嶺
高等学校

北海道登別明日
中等教育学校

質問要旨 質問要旨 質問要旨
代表　藤

ふじ

川
かわ

裕
ゆう

介
すけ

さん 代表　金
かね

田
だ

健
けん

太
た

さん 代表　金
かね

廣
ひろ

りかさん

答弁要旨 答弁要旨 答弁要旨

学
生
の
感
想

１子供の貧困について
　⑴登別市の取り組み
　　① 貧困世帯への援助について。
　　② スクールソーシャルワーカーの

配置について。
　⑵ひとり親家庭の支援について
　　① 正規労働者にたどり着くまでの

具体的な支援はあるか。
　　② 精神的なケアや社会参加が困難

な人への支援はしているか。

１ 市内バスの運行及びバス停前横断歩
道について

　⑴ 総合体育館前バス停を学校の近く
に移動できないか。

　⑵ 雨よけの待合室を設置してほしい。
　⑶ 一定間隔でのバス運行は可能か。
２ 学校の老朽化対策、校内での冬期間
の暖房について

　⑴ 市内中学校の老朽化対策は。
　⑵ 生徒の実態に合わせ個別に暖房の
温度調節は可能か。

１ 少子高齢化について
　⑴ 高齢者が住みやすい環境にするた
め、例えば若い人と交流できる場
や児童クラブと老人ホームを隣接
するなど、登別市の取り組みはあ
るか。

２ 市内施設について
　⑴ 総合体育館の客席を増やすなど各
施設の活用を工夫すべき。

　⑵ 岡志別の森運動公園への交通アク
セスを向上すべき。

１⑴① ひとり親世帯へ所得に応じた手
当の支給や低所得世帯へ就学援
助を行っている。

　　② 現在、教育委員会で 2名配置し
ている。当面はこの体制を維持
していきたい。

　⑵① 看護師や保育士などの資格取得
を支援するために給付金を支給
する制度がある。

　　② 保健福祉部に専門相談員を１名
配置し、自立のための助言や情
報提供を行っている。

１ 道南バス㈱によると
　⑴ 新たに開通した道道側に移動予定
である。

　⑵ 現段階で設置の予定はない。
　⑶ 費用対効果などを考慮して決める
が、ダイヤ改正の予定はない。

２⑴ 現在、外壁や屋根などの耐震化に
取り組んでおり、平成32年度まで
に全校で完了する予定。

　⑵ 暖房についてはボイラーによる集
中暖房方式と教室ごとに暖房機が
ある個別暖房方式があり、前者だ
と個別に温度調整はできない。

１⑴ 平成26年 4 月から市内の全小中学
校で地域と学校が援助し合いなが
ら活動するコミュニティスクール
を開始した。また、幌別中学校が
土曜授業で地域の避難訓練に参加
するなど、世代間交流の機会を増
やしている。

２⑴ 客席の追加は建物本体を改築する
必要があり多額の費用がかかるた
め大変難しい。

　⑵ 現段階で利用者の増大を見込めず
バスの増便などは考えていない。

• 

学
生
に
と
っ
て
は
た
く
さ

ん
の
経
験
を
積
む
こ
と
が

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

議
会
に
と
っ
て
は
、
学
生

な
ど
の
若
い
人
達
の
意
見

を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。

• 

議
会
が
始
ま
る
ま
で
の
事

前
の
準
備
（
質
問
の
回
答

の
こ
と
）
や
、
議
会
と
い

う
も
の
の
流
れ
を
一
番
学

べ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
流
れ
で
市
の
決
ま

り
な
ど
が
決
定
し
て
い
く

こ
と
を
身
を
持
っ
て
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

• 

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
継
続
し

て
何
度
か
行
う
こ
と
で
、

よ
り
効
果
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
う
の
で
、

今
よ
り
も
回
数
を
増
や
し

て
年
に
何
度
か
行
っ
て
も

良
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

• 

大
勢
の
人
の
前
で
話
す
こ

と
が
苦
手
で
、
今
回
自
分

の
意
見
を
伝
え
る
と
い
う

こ
と
は
す
ご
く
大
切
な
ん

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

• 

普
段
、
登
別
市
議
会
議
員

と
討
論
す
る
場
は
な
い
の

で
、
自
分
の
考
え
る
「
子

ど
も
の
貧
困
」
に
つ
い
て

の
意
見
を
直
接
問
い
か
け

る
こ
と
の
で
き
る
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

• 

議
会
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
配
信
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
、
ぜ
ひ
、

こ
れ
か
ら
見
て
、
市
民
の

一
人
と
し
て
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

▲議会フォーラムにご参加いただいた学生の皆さん
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主な議会活動状況（平成26年10月～12月）
日 曜日 行　　　事
10月
1 水 議会運営委員会
2 木 市政クラブ21会派研修（ 3日まで）
3 金 観光・経済委員会
10 金 議会だより編集委員会
15 水 議会運営委員会
21 火 予算・決算委員会（決算審査）
22 水 予算・決算委員会（決算審査）
23 木 予算・決算委員会（決算審査）
28 火 生活・福祉委員会

総務・教育委員会
30 木 議会運営委員会

市民・前進、日本共産党会派視察（31日まで）
11月
4 火 市民・前進会派視察（ 6日まで）
6 木 観光・経済委員会
10 月 議会運営委員会
13 木 平成26年度議会フォーラム
14 金 清新会派研修
18 火 総務・教育委員会

生活・福祉委員会
19 水 市民・前進会派視察（22日まで）
25 火 議会運営委員会

観光・経済委員会

26 水
平成26年第 4回定例会議案説明
正副委員長会議
平成26年第 5回登別市議会臨時会

12月
1 月 議会運営委員会

5 金

第 8回会派会長会議
平成26年第 4回定例会本会議「諸報告、議案提案
説明、委員会付託又は省略」
予算・決算委員会（補正予算審査）
生活・福祉委員会
観光・経済委員会

8 月 本会議「一般質問」
9 火 本会議「一般質問」
10 水 本会議「一般質問」
11 木 生活・福祉委員会
12 金 観光・経済委員会

議会だより編集委員会
15 月 予算・決算委員会（補正予算審査）
16 火 議会運営委員会
17 水 平成26年第 4回定例会本会議「諸報告、残余議案」

生活・福祉委員会
25 木 議会だより編集委員会

平成26年第 4回定例会で可決した案件
【報告】
○ 平成25年度決算の認定に係る予算・決算委員会の審査結果につ
いて

○ 生活・福祉委員会の審査結果について
○ 観光・経済委員会の審査結果について
○ 予算・決算委員会の審査結果について
○ 例月出納検査の結果に関する報告について

【議案】
○ 登別市暴力団の排除の推進に関する条例の制定について
○ 登別市議会議員及び登別市長の選挙における選挙運動の公費負
担に関する条例の一部改正について

○ 登別市国民健康保険条例の一部改正について
○ 登別市ひとり親家庭等医療費助成条例の一部改正について
○ 公の施設に係る指定管理者の指定について
○ 市道路線の認定について
○ 市道路線の変更について
平成25年度決算
○ 平成25年度登別市一般会計歳入歳出決算の認定について
○ 平成25年度登別市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

○ 平成25年度登別市学校給食事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

○ 平成25年度登別市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定
について

○ 平成25年度登別市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

○ 平成25年度登別市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい
て

○ 平成25年度登別市カルルス温泉スキー場事業特別会計歳入歳出
決算の認定について

○ 平成25年度登別市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
について

○ 平成25年度登別市水道事業会計利益の処分及び決算の認定につ
いて

平成26年度補正予算
○ 平成26年度登別市一般会計補正予算（第 7号）について

【意見書案】
○ 地域の中小企業等の振興策を求める意見書について
○ 後期高齢者医療制度の「特例軽減措置」の継続を求める意見書
について

○ 特定秘密の保護に関する法律の慎重な運用を求める意見書につ
いて

○ 漁業用燃油にかかる軽油引取税免税措置の堅持に関する意見書
について

【諮問】
○ 人権擁護委員（粂井孝子氏）の候補者の推薦について

議案及び意見書の賛否状況（挙手採決議案のみ掲載）
議　案・意見書 賛成議員 反対議員 結果

平成25年度登別市一般
会計歳入歳出決算の　
認定について　　　　

石山、上村
木村（純）、木村（俊）
工藤、佐藤
杉尾、高橋
成田、二瓶
沼田、松山
村井、山口
山田、米田

佐々木
渡辺

可決

平成25年度登別市後期
高齢者医療特別会計　
歳入歳出決算の認定に
ついて　　　　　　　

可決

特定秘密の保護に関す
る法律の慎重な運用を
求める意見書について

石山、上村
木村（純）、木村（俊）
工藤、佐藤
杉尾、高橋
成田、二瓶
沼田、松山
村井　　　
山田、米田

佐々木
渡辺 可決

　
師
走
と
い
う
慌
た
だ
し
さ

の
中
、
平
成
26
年
第
4
回
定

例
会
が
終
了
し
、
私
た
ち
編

集
委
員
は
、
市
民
の
皆
様
に

読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
の

思
い
で
、
数
日
間
に
わ
た
っ

て
、
一
文
ご
と
に
確
認
し
編

集
す
る
と
い
う
根
気
の
い
る

作
業
に
取
り
組
み
、
編
集
作

業
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
も
よ
り
良
い
「
議
会
だ

よ
り 

で
ぃ
す
か
す
」
に
す

る
た
め
頑
張
り
ま
す
。

 

（
Ｋ
・
Ｓ
記
）

次回の平成27年第 1回定例会は 2月17日からの予定です。

※議会・常任委員会活動、会派視察などを掲載しています。

登別市議会事務局
☎85‒9220　ファクシミリ 85‒0018
メールアドレス gikai@city.noboribetsu.lg.jp
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カルルス温泉冬まつり
３月１日㈰９時　カルルス温泉サンライバスキー場

問い合わせ
カルルス温泉冬まつり実行委員会
（登別観光協会内・☎84３３１１）

プログラム
午前の部（9時～）
•雪中みかん拾い
•無料スキー講習会（定員30人）
•無料スノーボード講習会（定員20人）
※講習会は、１人でリフトに乗ることができる小学生以
上の方が対象で、当日受け付けが必要です。
•登別市長杯・アルファスポーツ賞少年スキー大会（事
前申込制、午後から表彰式）
•親子ボブスレー（定員100組・2人１組、当日受け付け）
•歩くスキーの集い（林間コース6㌔㍍、当日受け付け）
•ストライクワン（景品が無くなり次第終了）
•ホールインワン（景品が無くなり次第終了）
•オロフレ雪原宝さがし

午後の部（13時～）
•雪上もちまき
•石狩鍋・ディア（鹿肉）シチューふるまい
 　（石狩鍋400食、ディア（鹿肉）シチュー200食）

　サンライバスキー場で雪と親しむゲームに参加しませんか。
寒さを吹き飛ばすイベントをたくさん用意していますので、
ぜひ親子でお越しください。

人のうごき（平成26年12月末日現在）／人口50,571（－53）　世帯25,021（－21）　（　）は前月比

▶日時　 2月15日㈰10時～15時
▶ 場所　総合公園だて歴史の杜多目
的広場、カルチャーセンター

▶内容　
• 屋外広場　特設すべり台、働く車
展示会、Ｄ

ダ ッ シ ュ

ＡＳＨ春一番伊達福男
競争、スタンプラリー、雪だまス
トラックアウト、もちまき、飲食
ブースなど

• 屋内会場　フラワーアレンジメン
ト、昔の伊達『街角写真館』

▶ 問い合わせ　同実行委員会
 （☎ 0 1 4 2 ㉓ 4 0 5 3 ）

真冬の氷上焼肉まつり
『B

バーベキュー

BQ o
オ ン

n I
ア イ ス

CE ＠ S
し ら お い

HIRAOI』
第六戦

伊達雪まつり冬の陣

▶ 日時　 2月 7日㈯・ 8日㈰10時～
15時（最終受付14時）
▶場所　ポロト湖特設会場
▶ 内容　氷上『手ぶらでＢＢＱコー
ス』（白老産牛と道産豚焼肉150
㌘・野菜・おにぎり）など
▶ 前売り券　大人・子ども共通2,000
円（当日券2,500円） ポロトコタ
ン割引券とポロト温泉割引券付き
▶ チケット販売場所　白老観光協会、
インターネット販売
▶問い合わせ　白老観光協会
 （☎ 0 1 4 4 82 2 2 1 6 ）

だんパラスキー場の冬のイベント

● 雪像ゆきまつりi
イ ン

nだんパラ　雪像
数が昨年よりもパワーアップ。15
日は、雪像作り体験を行います。
▶ 日時　 2月14日㈯13時～16時、15
日㈰10時～15時
▶ 問い合わせ　同実行委員会・畑

はた

添
ぞえ

さん（☎080‒3944‒2723）
●むろらん冬まつり
もちまきや大じゃんけん大会のほ
か、雪山で宝探しなどを行います。
▶日時　 2月15日㈰10時～
▶問い合わせ　だんパラスキー場
 （☎43 5 6 0 0 ）


